
第618図 第13号区画溝・出土遺物 (1)
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量
第 13号区画溝

1 黒褐色土 焼土粒子を微量含み、礫を多量に含む

2 暗褐色土焼土粒子を微量含み、礫を多塁に含む

3 黙褐色土 焼土粒子を微呈含み、礫を多量に含む

＋ 
R11 

4 灰黄褐色土焼土を微量含む

5 にぷい黄褐色土焼土粒子、炭化粒子を微量に含む粘

性あり
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第619図 第13号区画溝出土遺物 (2)
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第13号区画溝出土遺物 (5)
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第623図 第13号区画溝出土遺物 (6)
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第624図 第13号区画溝出土遺物 （7）
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している。

85から90は、土錘である。 80は黒色の付着物が口縁

部内面に確認できる。煤の痕跡と考えられる。

91は、軒平瓦である。 92から94は、丸瓦である。 95

から105は、平瓦である。

106は、砥氏石である。

107は、凝灰岩の切石である。

108 • 111から113• 132は、釘である。 109• 108は楔、

129は鎚の脚部、 117は鉄塊である。 他は棒状 • 板状の

不明鉄製品であるが、 119は鎖の一部の可能性がある。

第13号区画溝（第618図）

0-12 • 13、P-7 • 8 • 9 • 10 • 11 • 12 • 13、Q

-7 • 8 • 13、R-7 • 13グリッドに確認した。

第 1~3号建物地業跡を囲んでいた。南半部と北西

部は、砂利採取の撹乱で破壊されていたが、ほぼ全容

が確認できた。

南北方向 (N-0°-E)に長さ23m、東西方向 (N

-81°-E)に長さ55m延びていた。幅は2.8m前後、

深さ0.34m前後と、広く深い溝であった。

東西部は、第12号区画溝と 4m~7.5mの距離を保
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第476表第 13号区画溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 C H 12.0 3.5 7.9 B,E,H 

2 坪 A w H 11.2 3.0 7.8 B.D.E,H 

3 坪 A III H 12.5 3.2 72 B,E,H 

4 坪 A w H 12.0 3.4 67 B.E.H 

5 坪 A w H 12.4 3.3 6.9 B,D,E,H 

6 坪 A w H 12.6 3.5 7.5 B,E,H 

7 坪 A w H 12.9 3.3 62 B,E,H 

8 坪 A w H 12.1 3.3 61 B,E,H 

， 坪 A V H 12.6 3.7 6.5 B.E.H 

10 坪 C H 12.0 3.5 8.0 B,E,H 

11 坪 C H 11.7 3.2 69 B,D,E,H 

12 坪 C H 12.8 3.4 9.0 B.E.H 

13 坪 A w H 12.6 2.9 7.9 B,E,H 

14 坪 A w H 12.1 2.9 67 B,D,E,H 

15 坪 A w H 11.7 3.5 66 B,E,H 

16 坪（暗文） H 12.2 3.5 7.8 B,C,E 

17 椀 HS 12.8 3.6 65 B. C, I 

18 椀 HS 13.1 3.8 60 B. E, I 

19 椀 HS 12.6 3.4 5.3 B. I 

20 椀 HS 13.1 3.5 6.0 B, E, I 

21 椀 HS 12.6 3.4 5.7 B, E, I 

22 椀 HS 12.2 3.8 5.9 B.E 

23 高台付椀 HS 11.5 4.5 5.8 B,C,E,G 

24 皿 NS 14.9 3.0 7.0 B, C, I 

25 皿 NS 14.2 2.1 6.1 B,E,G 

26 高台付皿 NS 12.8 31 6.0 B, E, I 

27 高台付皿 NS 12.3 2.8 5.4 B,D,E 

28 高台付椀 黒色 17.4 7.1 7.3 B,E,G 

29 高台付椀 M 20.1 6.6 7.5 B,C 

30 小 瓶 K 5.8 B,D 

31 鉄 鉢 s 239 12.8 2.6 B, D,J 

32 甕 K 10.4 B,D 

33 長頸壷 K B 

34 置きカマド HS B,C,H 

35 置きカマド HS B,C,H 

って併走し、南北部へ（西側東側とも）は、第11• 12 • 

22号区画溝と併走することから、これらの溝とともに

区画を構成していたと推定した。

遺構の切り合い関係は、第200• 373号土壊より古か

った。

第13号区画溝の西側から第 1~3号建物地業跡にか

かる建物に葺かれた瓦が多量に出土していた。

1から16は、士師器の坊である。 3は、杯A皿であ

る。 9は、杯AVである。 16は、暗文土器である。 1.

10から12は、杯Cである。ほかは、杯ANである。 1.

土 焼成 轍輯 色 調 残存 出土位置その他

普 通 茶 褐 60 

普 通 橙 40 R-13-3 

普 通 明 橙 100 

普 通 黄 褐 80 

普 通 暗黄褐 50 R-13-1 

普 通 橙 40 

普 通 黄 橙 70 

普 通 橙 70 R-13-3 

普 通 黄 橙 60 

普 通 黄 橙 90 P-10 

普 通 橙 100 東西 P-9

普 通 黄 橙 70 R-13-1 

普 通 橙 60 R-13-1 

普 通 橙 100 

普 通 赤 橙 50 

不 良 黄 橙 100 

普 通 灰 黄 60 

普 通 黄 灰 70 

良 好 黄 灰 75 

普 通 浅 黄 50 

良 好 にぶい黄橙 25 R-13-1 集中区

良 好 にぶい橙 100 

普 通 浅黄橙 60 

良 好 灰 黄 70 R-13-1 集中区

良 好 黄 灰 75 P-ll-2 墨書

良 好 黄 灰 40 

良 好 明 褐 40 

良 好
外一橙。内一

40 
褐灰

良 好 淡 緑 30 

良 好 灰 白 25 東区上層

良 好 灰 白 25 P-10-2,P-11 

良 好 灰 白 15 P-13-1被熱痕

良 好 灰 白 10 

普 通 黄 橙 10 

普 通 黄 橙 10 

9 • 10 • 15は口縁部、 12• 16は口縁部内面に黒色の付

着物が確認できる。油煙の痕跡と考えられる。

17から22は、須恵器 (HS)の椀である。 23は、須

恵器 (HS)の高台付椀である。 24• 25は、須恵器 (N

s)の皿である。 26• 27は、須恵器（NS)の高台付

皿である。 17は底部、 27は高台が欠損している。 22は

黒色の付着物が口縁部に確認できる。油煙の痕跡と考

えられる。

28は、黒色士器の高台付椀である。 29は、緑釉陶器

の高台付椀である。 28は高台、 29は底部が欠損してい
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第477表 第 13号区画溝出土土錘観察表

::Iに色ふ し： 橙1残1：。率 1:&7。さ 穴径 I重さ(g)I 型式

37 橙 100 4.5 

径
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認
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I a I 22 
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I a 75 

第478表 第 13号区画溝出士瓦観察表

番号 種類 焼成 凸面 凹 面 側面 番号 種類 焼成 凸面 凹面 側面
40 丸瓦 還元炎 刷り消し 布 2面面取り

85 平瓦 還元炎
平行タタキ

布 1面面取り
41 丸瓦 酸化炎 刷り消し 布 2面面取 り と刷り消し

42 丸瓦 酸化炎 刷り消し 布 2面面取り 86 丸瓦 中間 刷り消し 布 1面面取り

43 丸瓦 酸化炎 刷り消し 布 2面面取り 87 丸瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り

44 丸瓦 還元炎 刷 り 消し 布 1面面取り 88 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

45 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り 89 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

46 丸瓦 還元炎 刷 り 消し 布 1面面取り 90 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

47 丸瓦 中間 刷 り 消 し 布 1面面取り 91 平瓦 酸化炎
平行タタキ

布 1面面取りと刷 り消し48 丸瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り
平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り丸瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

92 
49 

丸瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り丸瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り
93 

50 
刷り消し 布 1面面取り平瓦 還元炎 刷 り 消し 布 1面面取り

94 平瓦 還元炎
51 

酸化炎 刷り消し 布95 平瓦
52 丸瓦 還元炎 刷り消し 布

96 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取 り53 丸瓦 還元炎 刷り消し 布

平瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り
97 平瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り54 

刷り消し 布 1面面取り平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り
98 平瓦 中間

56 
酸化炎 刷 り 消し 布 1面面取り布

99 平瓦
57 丸瓦 還元炎 刷り消し

刷り消し
1面面取り 100 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

58 平瓦 還元炎 刷り消し 布 101 平瓦 酸化炎 届lj り消し 布 1面面取り

縄タタキと 102 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り
59 平瓦 酸化炎 布

刷り消し 103 平瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り
60 丸瓦 還元炎 刷り消し 布 104 平瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り
61 丸瓦 酸化炎 刷り消し 布 105 平瓦 還元炎 測り消し 布

62 平瓦 還元炎 刷り消し 布 2面面取り 107 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り
63 平瓦 酸化炎 刷 り 消し 布 2面面取り 108 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り
64 平瓦 酸化炎 刷 り 消し 布 2面面取り 109 平瓦 酸化炎 届ljり消し 布 1面面取り
65 平瓦 還元炎 刷り消し 布 2面面取り llO 平瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り
66 平瓦 酸化炎 刷 り 消し 布 2面面取り 111 平瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り
67 平瓦 酸化炎 刷 り 消し 布 2面面取り 112 平瓦 還元炎 刷り消し 布

68 平瓦 還元炎 届1J り 消し 布 2面面取り 113 平瓦 還元炎 刷り消し 布
69 平瓦 酸化炎 刷 り 消し 布 2面面取り

115 平瓦 酸化炎
縄タ タキと

布
70 平瓦 還元炎 刷 り 消し 布 1面面取り 刷り消し

71 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 2面面取り 116 平瓦 酸化炎 刷り消し 布

72 平瓦 中間 刷り消し 布 1面面取り 117 平瓦 還元炎 刷り消し
布

73 平瓦 酸化炎 刷り消し 刷り消し 2面面取り
刷 り 消し

118 平瓦 酸化炎 刷り消し 布75 平瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り
119 平瓦 酸化炎 刷り消し 布76 平瓦 酸化炎 刷り消し 布
120 平瓦 酸化炎 刷り消し 布77 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り
121 平瓦 中間 刷り消し 布78 丸瓦 還元炎 刷 り 消し 布 1面面取り
123 平瓦 酸化炎 刷 り 消し 布

79 平瓦 酸化炎
縄 タタキと

布 1面面取り 平瓦 中間 刷り消し 布刷り消し 124 

80 丸瓦 中間 刷 り 消し 布 1面面取 り 125 平瓦 還元炎 刷り消し 布

81 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り 126 丸瓦 還元炎 刷り消し 布

平行タ タキ 127 平瓦 中間 刷り消し 布 1面面取り
82 平瓦 酸化炎

と刷 り消し
布 1面面取り

128 丸瓦 酸化炎 刷 り 消し 布
83 平瓦 還元炎 刷 り 消し 布 1面面取 り 129 平瓦 還元炎 刷り消し 布
84 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り
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る。

30は、灰釉陶器の小瓶である。 31は、鉄鉢模倣の須

恵器（S)である。 32は、灰釉陶器の長頸壷である。

33は、灰釉陶器の甕である。 30は底部のみ、 32は頸部

のみ、 33は口縁部のみである。

34 • 35は、置きカマドである。 34は掛け口破片であ

る。 35は胴部破片である。

36 • 37は、土錘である。

38は、軒平瓦である。 39は、軒丸瓦である。 40から

61は、丸瓦である。 62から129は、平瓦である。

130 • 131は、円盤状土製品である。

132は、釘である。

133は、棒状鉄製品である。

第625図 第14号区画溝 ・出土遺物 （1)
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2 にぶい黄褐色土炭化粒子、暗灰色
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3 灰黄褐色土 暗灰色粘質土、砂含む
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4 にぷい黄褐色土 B軽石を少呈含む

5 灰黄褐色土 焼土粒子、炭化物粒子を少旦

含む暗灰色粘質土を下位に含む

6 暗灰色土黄掲色土を部分的に含む、粘性

あり

7 暗灰色土 焼土粒子、炭化粒子を多塁に、

含む粘性あり
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第479表 第 14号区画溝出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輻轄 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A II H 12.0 4.4 6.1 B,D,E 普 通 茶 褐 100 砂

2 高台付坪 H 135 B.C,E,H 普 通 橙 50 砂

3 高台付杯 H 6.1 B,C,E,G,H 普 通 淡 茶 20 

4 高台付椀 HS 13.4 4.6 6.0 B, E, G,I 普 通 浅 黄 80 K-8 

5 高台付椀 HS 13.7 B, C, E, I 良 好 橙 30 

6 高台付椀 K 157 D 良 好 オリープ灰 10 

7 高台付椀 K 18.7 B,D 良 好 灰 白 5 被熱痕

8 高台付皿 K 72 B,D 良 好 灰 白 25 

， 小 瓶 K 4.0 B,D 良 好 灰 白 25 

第480表 第 14号区画溝出士士錘観察表

ロ色ふ
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い橙 30 

長さ
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穴］「門□□欠損分類

I a 

皿b

写真番号

23 

212 

出土位置その他
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第14号区画溝 （第625図）

I • J-8、K-7• 8グリッドに確認した。

第12号区画溝と第16号区画溝の交点の北側から、 北

東方向 (N-13° -E)に緩く蛇行しながら延びてい

た。長さ27.3m・幅2.7m・深さ0.23mと広くやや浅か

った。

第23• 24号溝と併走していた。また第14号区画溝は、

土層断面の観察から掘り直しがあったと判断した。

遺構の切り合い関係は、第79• 81 • 84号住居跡より

古く、第12号区画溝より新しかった。

1は、土師器の杯Allである。 2• 3は、土師器の

高台付杯である。 4• 5は、高台付椀である。 3はロ

縁部、 5は底部が欠損している。

6 • 7は、灰釉陶器の高台付椀である。 8は、高台

付皿である。 9は、灰釉陶器の小瓶である。 6• 7は

疇が定員している。 8は底部のみ、 9は体部のみで

ある。

10 • 11は、土錘である。

12は、鉄鏃である。 13は、鉄製の方形金具である。

第15号区画溝 （第627図）

K-8•9· 10·11 グリッドに確認した。

遺構の重複が激しく、確認に非常に手間取った。ま

た検出は途切れ途切れであった。

第12号区画溝と第14号区画溝の交点から東の第18号

区画溝に向かって北 (N-93° -E)へ延びていた。

長さ32m・幅1.5m・深さ0.23mとやや広く浅かった。

併走する第16号区画溝とは、 5.3mの距離をおいて

いた。また、第12号区画溝が、ほぼ直角に曲がってい

た。

遺構の切り合い関係は、第86• 87 • 104 • 105 • 107 • 

108 • 10愕疇跡、第273• 293号土城より古かった。

図示できるほどの遺物は出土していない。

第16号区画溝 （第628図）

L-7・8・9・ 10・11グリッドに確認した。

第16号区画溝は、第12号区画溝と第14号区画溝の交

点の南側から始まり、第17号区画溝に向かって (N-

90° -E)東に延びていた。長さ34.1m・幅 3m・深

さ0.26mと幅広く浅かった。

第15号区画溝と幅5.3mの距離をも って併走し、第

12号区画溝と直交していた。

遺構の切り合い関係は、第110• 111 • 113号住居跡

よりも古かった。第12号区画溝との重複関係は明らか

にできなかったが、同時に存在していたと判断した。

1は、須恵器 (NS)の椀である。 2は、須恵器 (N

S)の高台付椀である。 3から 5は、須恵器 (HS)

の高台付椀である。 4は底部が欠損している。 2は内

外面に黒色処理が施されている。

6は、灰釉陶器の把手付長頸壷である。 7• 8は、

須恵器 (HS)の羽釜である。 9は、灰釉陶器の手付

瓶である。 6は胴部上位のみである。 7は胴部上位以

下、 8は胴部中位以下が欠損している。 9は底部のみ

である。

10 • 11は、土錘である。

第626図 第14号区画溝出土遺物 (2) 第627図 第15号区画溝
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第17号区画溝（第629図）

K-11 • 12、L-9 • 10 • 11 • 12、M-8・9・10、

N-8グリッドに確認した。

第12号区画溝から北東に (N-61°-E)向かって

延びていた。東端付近は、第19号区画溝と接し、第37

号掘立柱建物跡の手前まで続いていた。長さ53.5m• 

幅1.0前後、深さ0.16mと狭く浅かった。

第31号溝と併走していたが、ほかに併走した溝や、

直交した溝は検出できなかった。ただ、第16号区画溝

は、接して途切れていた。

第628図 第16号区画溝・出土遺物
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第481表第 16号区画溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 士 焼成 饒櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 椀 NS 10.7 37 4.6 B,E,G 良 好 灰 白 60 

2 高 台 付椀 NS 12.1 4.4 5.7 B,E,G 良 好 褐 灰 25 

3 高台付椀 HS 108 4.2 6.0 B, C, E, I 普 通 橙 25 

4 高台付椀 HS 11.5 50 5.9 B,E,G 良 好 褐 灰 60 

5 高 台 付椀 HS 14.8 63 6.5 B,E,G 良 好 灰 黄 20 

外ーオリー

6 把手付長頸壷 K B,D 良 好 ブ灰。内一 5 
灰白

7 羽 B I HS 21.1 29 B,C,E,H 良 好 褐 灰 10 

8 羽AII bイ HS 22.7 2.9 B,E,G 普 通 浅黄橙 15 

外ーオリー， 手付瓶 K 12.9 B,D 良 好 プ灰。内一 5 
灰白

第482表 第16号区画溝出土土錘観察表

番号 1 色 調 1 残存率 1 長さ 1 径 I 穴径 I重さ(g) 型式 l 欠損分類 I 写真番号 出土 位置その他
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第629図 第17号区画溝

区画溝12 ゜
10 m / 

A 66.2 A' B 66.1 B' c_jj5.8 _g 

鬱 》 冒

遺構の切り合い関係は、第117~122• 125号住居跡

より古かった。また第12号区画溝との重複関係は明ら

かにできなかった。

第18号区画溝（第630図）

H • I -13 • 14、J-12 • 13、K-11• 12グリッド

に確認した。

第17号区画溝と第19号区画溝の交点の北から北東

(N -31°-E)に向かって延び、第33号掘立柱建物

跡の付近で一度途切れ調査区外へと延びていた。長さ

は39.3m・幅0.4m・深さO.lmと狭く浅かった。

第630図第18• 19号区画溝

第 18 • 1 9号区画溝

X3や ［ 耕作土

2 淡褐色土 A軽石を多甜に含む

3 淡灰色土 A軽石附

4 こげ茶色土焼土、炭化物を少砒含む

5 淡灰色土 B軽石府

6 暗こげ茶色土 炭化物、焼土を多菰に含む、粘性あり、

辿跡全体を辺う煉土陀i

7 II音褐色土 小砂利を多盈に含み、炭化物を少紋含む

粘性あり

8 淡謀色土 礫、小石を多箆に含む、粘性大変強くしま

っている

南端は、第15号区画溝にほぼ接していた。第19号区

画溝とは、 2.3mの距離をもって併走していたことか

ら、第18• 19号区画溝は、道路の側溝と推定した。こ

の道路の東側に第34号掘立柱建物跡や畝状遺構を検出

した。

第19号区画溝（第630図）

H-14、 I -13 • 14、J-12 • 13、K-12グリッド

に確認した。

第19号区画溝は、第17号区画溝の東端から、北東 (N

-35° -E)に向かって延びていた。第18号区画溝と

2.3mの距離をもって併走し、道路の東側溝と推定し

た。長さは39.7m ・幡0.6m・深さ0.14mと狭く浅かっ

た。南端は、第17号区画溝と合流していた。

第18• 19号区画溝を側溝とした道路は、第17• 16号

区画溝と接するところで途切れていた。

遺構の切り合い関係は、第156号住居跡より古く、

第152号住居跡より新しかった。

B 65.8 

冒
X$’ 

10 m 
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第20号区画溝 （第631図）

M-13 • 14 • 15 • 16、N-12 • 13 • 14グリッドに確

認した。

第20号区画溝は、第12号区画溝の東への延長上に東

(N -71° -E)へ向かって延びていた。しかし調査

区外の部分の存在から、第12号区画溝との関係は明ら

かにできなかった。また遺構の重複が激しく、確認に

非常に手問取った。

長さ34.7m・幅3.3m・深さ0.22mと広く浅かった。

第21号区画溝と5.5mの距離をもって併走し、第12

号区画溝の東西溝や第23• 24号区画溝と併走してい

た。

遺構の切り合い関係は、第164• 165 • 168号住居跡

より古く、第166号住居跡、第481号土壊より新しかっ

た。

1 • 2は、士師器の杯ANである。 1は底部が欠損

している。

3は、須恵器 (NS)の椀である。 4は、須恵器（H

S)の高台付椀である。

5は、灰釉陶器の高台付椀である。 6は、灰釉陶器

第631図 第20• 21号区画溝 ・出士遺物

第20 • 2 1号区画溝

1 暗褐色土 焼土を多員に含み炭を少呈含む、粘性あり

2 暗黄褐色土 焼土多量に含み、 B軽石を少量含む、粘性

あり

3 暗黄褐色土焼土、炭を多呈に含み、粘性あり

4 暗黄褐色土
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の長頸壷である。 7は、灰釉陶器の手付瓶（把手）で

ある。 5は底部のみである。 6は胴部中位以上が欠損

している。

8は、須恵器（S)の大甕である。頸部のみである。

9は、土錘である。

10は、棒状鉄製品である。

第21号区画溝（第631図）

M-14 • 15 • 16、N-14・15グリッドに躙惚した。

第20号区画溝の南側に接し、第167号住居跡から東

(N-74°-E)に向かって延びていた。長さ23.Sm• 

幅3m・深0.22mと広く浅かった。

第20号区画溝と5.5mの距離をも って併走し、第12

号区画溝の東西溝、第23• 24号区画溝と併走していた。

遺構の切り合い関係は、第167局住居跡、第473• 480 • 

491 • 534号土城より古かった。

1は、土師器の坑ANである。

2は、須恵器（HS)の高台付椀である。3• 4は、

灰釉陶器の高台付皿である。 3は底部外面に墨書「平」

がみられる。 5は、灰釉陶器の手付瓶か。 6は、緑釉

陶器の高台付椀である。3から 5は底部のみである。

6は体部破片である。

7は、上錘である。

第483表 第20号区画溝出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輌輯 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A w H 12.1 3.0 9.0 B,E,H 普 通 黄 橙 20 

2 坪 A N H 13.0 3.9 6.8 B,E,H 普 通 黄 橙 30 

3 椀 NS 12.6 4.8 5.4 B,E,G 普 通 灰 黄 70 N-13 

4 高 台 付 椀 HS 13.2 5.4 5.8 B,E,G 良 好 黄 灰 50 

5 高 台付椀 K 6.7 B 良 好 灰 白 25 M-15被熱

6 長頸壷 K 9.4 B,D 良 好 灰 白 80 M-15 

7 
手 付 瓶

K B,D 良 好 オリーブ灰 N-12 
（把 手）

8 大 甕 s B 普 通

第484表 第20号区画溝出士士錘観察表

番号 1 色 調 1 残存率 1 長さ 1 径 I 穴径 I重さ(g)I 型式 I 欠損分類 I 写真番号 出土位置その他

9 Iに ぶ い 橙 I 90 4.5 1.2 0.3 4.1 C 2 I C 553 

第485表 第21号区画溝出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輔轄 色 調 残存 出土位置その他

1 杯 A w H 11.1 3.3 6.2 B,E,H 普 通 黄 橙 40 M-15 

2 高 台 付 椀 HS 12.8 5.3 4.8 B, E, I 良 好 黄 灰 80 N-13 

3 高台付Jill K 7.2 B 良 好 灰 白 70 黒年垂国

4 高台付 皿 K 6.8 B,D 良 好 灰 白 30 M-15-3 

5 手付瓶か K 15.5 B,D 良 好 灰 白 20 M-15-3被熱？

6 高 台 付 椀 M B 普 通 淡 緑 5 

第486表 第21号区画溝出土土錘観察表

番号

7 

色調

橙
残竺□9ーさ
100 I 4.7 

径
一
認

穴径 1重さ(g)I 型式

0.3 I 6.8 I C 2 

欠損分類 1 写真番号

I a I 554 

出土位置その他
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第22号区画溝 （第632図）

0 • P • Q • R-13グリッドに確認した。

第12号区画溝の西隅から南 (N-5 ° -W) に向か

って延びていた。途中途切れるものの長さ32.2m・幅

1.6m・深さ0.26mをとり、やや広く浅かった。

第13号区画溝の南北方向と 4mの距離をも って併走

第632図 第22号区画溝 ・出士遺物
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第 487表 第 22号区画溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

外一灰白。

1 商 台 付椀 K 4.5 D 良 好 内ーオリ ー 100 Q-13-2, 4 
ブ灰

2 高台付 皿 K 6.0 B,D 良 好 灰 白 80 Q-13-2 

3 長 頸壷 K 11.6 D 良 好 灰 白 20 Q-13-2 

4 甕 K 14.5 B,D 良 好 灰 白 20 Q-13-2 
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第633図 第23• 24号区画溝 ・出土遺物

＋ 
k19 ！
 

如

A_j5.5 ~＝＝三三三三言三

第23号区画溝 A-A' B-B' 

l 暗褐色土 焼土、炭化物を少量含み、 B軽石を含む

2 褐色土 焼土、炭化物を微量に含み、 B軽石を含む

3 黒褐色土 焼土、炭を多量に含み礫を少量含み、 B軽石

を含む、粘性あり

4 黒褐色土 焼土、炭を多量に含む、粘性あり

5 暗褐色土 砂利、焼土、炭を少呈含む

第 24号区画溝 C-C' 

l 暗黄褐色土焼土、白色粒子を少量含む、粘性あり

2 暗黄褐色土焼土を少量含む

3 暗黄褐色土粘性あり
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第488表 第 22号区画溝出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g) 型式 欠損分類 写真番号 出 土 位置その他

5 橙 100 5.3 1.7 0.4 11.6 C 1 I a 214 

6 橙 100 5.5 15 0.4 108 C 1 I a 215 

7 浅 黄 橙 30 5.4 C 1 VII 216 

8 に ぶ い黄橙 40 17 05 6.4 C 1 w a 217 ， 浅 黄 橙 100 35 1.5 03 7.5 C 1 I a 218 

10 浅 黄 橙 100 3.1 0.8 02 1.5 C 2 I a 219 

11 に ぶ い赤褐 60 08 0.2 1.1 C 2 I b 555 

12 にぶい赤褐 100 23 0.6 0.1 0.7 C 2 I b 556 

第489表 第22号区画溝出土瓦観察表

番号 種類 焼成 凸面 凹 面 側面 番号 種類 焼成 凸 面 凹面 側 面

13 丸瓦 酸化炎 刷り消し 布 17 丸瓦 酸化炎 刷り消し 布

14 丸瓦 酸化炎 刷り消し 布 18 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

平 行タタキ 19 平瓦 酸化炎 刷り消し 布
15 平瓦 酸化炎 布 1面面取り

と刷り消し 20 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

16 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り 21 平瓦 酸化炎 刷り消し 布

第490表 第23号区画溝出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 士 焼成 鞘輯 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A w H 11.9 3.1 7.1 B,E,H 普 通 橙 40 K-15 

2 坪 A w H 11.8 3.5 6.8 B,E,H 良 好 黄 褐 20 K-16 

3 坪 A V H 11.8 B,E,H 普 通 暗赤褐 20 J -18 

4 坪 A V H 11.4 4.2 7.6 B,E,H 普 通 暗 橙 20 K-16 

5 椀 NS 11.9 37 6.2 B,G 良 好 灰 黄 50 K-15 

6 高台付椀 HS 15.3 5.4 7.3 B, E, I 良 好 にぶい橙 20 K-16 

7 高台付椀 NS 13.2 30 5.6 B, I 良 好 灰 黄 40 K-16 

8 高台付皿 K 13.8 B,D 良 好 灰 白 10 J-18 

， 耳 皿 HS B,E,G,H 良 好 淡 灰 60 K-15 

10 長頸 壷 NS 9.7 B,E,H 普 通 灰 白 40 K-15, 16 

第491表 第24号区画溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輔輯 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A w H 120 33 7.2 B,E,H 普 通 黄 橙 20 K-18 

2 坪 A w H 12.3 38 5.5 B,E,H 普 通 黄 橙 50 K-18 

3 坪 A w H 12.9 3.8 73 B,E,H 普 通 こげ茶 50 

4 椀 NS 11.8 35 5.0 B,E 普 通 灰 白 50 

5 椀 HS 13.8 39 68 B, E, I 普 通 にぶい黄橙 30 K-18 

6 高台付椀 HS 10.5 43 4.5 B,E,G 普 通 にぶい黄橙 20 K-16 

7 高台付椀 NS 14.5 5.4 59 B,C,E 良 好 灰 白 25 K-17 

8 高台付皿 s 12.1 2.9 4.3 B 良 好 灰 95 ， 高台付 皿 NS 136 21 63 B,C 良 好 黄 灰 50 R-16 

10 高 台 付椀 K 13.7 4.4 62 B.D 良 好 灰オ リープ 40 

外一灰白。

11 高台付椀 K 58 B 良 好 内ーオリー 25 
ブ灰

12 高台付椀 M 11.9 B 良 好 黄 緑 10 

13 高台 付椀 M B 普 通 淡 緑

14 土師甕BIl a H 18.8 B.C,E,H 良 好 橙 10 

15 風字硯 s B,D,E 良 好 青 灰 40 
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第634図第25号区画溝

8, 

K
笠

y

J

 

第24号区画溝と 5mの

＋ N20 

［ 
距離をもって併走し、第

呵 R 12 • 20 • 21号区画溝、第38

a,/ ◎ 
号溝、第10• 12 • 13 • 14柵

A 661 A' ＋ 019 

8 66.0 B' 列跡と平行していた。特

言 言言青 に第24号区画溝との間は、

゜
道路として使用していた

10m 

と推定した。

し、第 1~3号建物地業跡を囲む区画の一部を構成し

ていたと推定した。また第13号区画溝との間も道路と

して使用していたものと推定した。

遺構の切り合い関係は、第175• 177号住居跡より古

かった。

覆士中から第3号建物地業跡の建物に使用した瓦が

出土した。

1は、灰釉陶器の高台付椀である。 2は、灰釉陶器

の高台付皿である。 3は、灰釉陶器の長頸壷である。

4は、灰釉陶器の甕である。 1• 2は底部のみ、 3は

口縁部のみである。 4は胴部中位以下が欠損している。

5から121,ま、士錘である。

13 • 14は、丸瓦である。 15から22は、平瓦である。

23は、鉄製の楔と考えられる。

第23号区画溝（第633図）

J -17 • 18、K-15 • 16 • 17グリッドに確認した。

周辺に遺構は、比較的疎らだったが、砂利層が確認

面のため、確認作業は困難であった。第162号住居跡

から東 (N-77° -E)に向かって延び、調査区外に

続いていた。長さ32.8m・幅4.2m・深さ0.19mと広く

浅かった。

遺構の切り合い関係は、

第162号住居跡＼第514• 54伊｝士壊より古かった。

1 • 2は、土師器の杯A Nである。 3• 4は、土師

器の杯AVである。 5は、須恵器（NS)の椀である。

6は、須恵器 (HS)の高台付椀である。 7は、須恵

器 (NS)の高台付椀である。 8は、灰釉陶器の高台

付皿である。 9は、須恵器（HS)の耳皿である。 1

から 4• 8は底部、 9は耳が欠損している。

10は、須恵器 (NS)の長頸壷である。胴部上位以

上が欠損している。

第24号区画溝（第633図）

K -15 • 16 • 17、L-16グリッドに確認した。

第23号区画溝の南側に位置し、 5mの距離をもって

併走 (N-74°-E) していた。

長さ28m・幅1.3m・深さ0.22mと第23号区画溝より

幅はやや狭くやや深い。

溝底に不整形の浅い掘り込みを検出した。

遺構の切り合い関係は、みられなかった。

1から 3は、土師器の杯A Nである。

4は、須恵器 (NS)の椀、 5は、須恵器 (HS)

の椀である。 6は、須恵器（HS)の高台付椀である。

7 • 9は、須恵器 (NS)の高台付椀である。 8は、

第492表 第 24号区画溝出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長 さ 径 穴径 重さ(g) 型 式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

16 に ぶ い 褐 100 4.3 1.5 0.3 8.5 C 1 I a 220 

17 にぶい橙 60 0.9 0.2 1.7 C 2 II a 557 

18 にぶい橙 100 1.4 1.1 0.2 1.5 A2 VII 44 

19 橙 30 1.0 0.2 1.5 C 2 皿a 558 
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須恵器（S)の高台付椀である。 5• 6は底部が欠損

している。

10 • 11は、灰釉陶器の高台付椀である。 12• 13は、

疇陶器の高台付椀である。 11は口縁部、 12は底部が

欠損している。 13は体部破片である。

14は、土師器の甕である。胴部中位以下が欠損して

し、る。

15は、須恵器（S)の風字硯である。

16から19は、土錘である。

20は、鉄製の刀子である。

第25号区画溝（第634図）

N -17 • 18 • 19 • 20、0-16・17グリッドに確認し

た。

第25~28号区画溝は、第54号掘立柱建物跡を中心に、

東西・南北に延び、第54号掘立柱建物跡と深くかかる

区画施設と推定した。

第25号区画溝の周辺は、比較的疎らだが、砂利層が

確認面のため、確認作業は困難であった。

調査区のほぼ中央から東 (N-81°-E)に向かっ

て延び、第54号掘立柱建物跡の西側まで続いていた。

長さ44.6m・幅1.3m・深さ0.07mと狭く非常に浅かっ

た。

第54号掘立柱建物跡をはさんだ東側の延長上に第28

号区画溝の東西溝は位置し、第26• 27号区画溝と方形

の区画を構成していたと推定した。

第26号区画溝（第635図）

K • L • N-20グリッドに確認した。

周辺は、遺構が比較的疎らだが、砂利層が確認面の

ため、また覆士に多量の川原石を含んでいたため調査

は困難を極めた。

第54号掘立柱建物跡の西側から北 (N-5 ° -W) 

に向かって延びていた。長さ22.4m・幅l.2m・深さ

1.04m。コの字形の断面形で掘り込みは、幅が狭く非

常に深かった。

南端は、第25号区画溝の西端に近接し、第27号区画

第493表 第26号区画溝出土瓦観察表

番号 種類 焼成 凸面 凹 面 側面

1 軒平瓦 還元炎 隆 帯 布

2 丸瓦 酸化炎 刷り消し 布

3 丸瓦 酸化炎 刷り消し 布

4 丸瓦 還元炎 刷り消し 布

5 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

6 平瓦 還元炎 刷り消し 布 2面面取り

7 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 2面面取り

8 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 2面面取り

， 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

10 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

11 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

12 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

13 平瓦 還元炎 刷り消し 布

14 平瓦 酸化炎 刷り消し 布

15 平瓦 還元炎 刷り消し 布

溝と7.5mの距離をもって併走していた。

軒平瓦を含む瓦が、覆土中から出土し、付近に瓦葺

きの建物の存在を推定させる。

1は、軒平瓦である。 2から 4は、丸瓦である。 5

から15は、平瓦である。

第27号区画溝（第636図）

L • M-21グリッドに確認した。

砂利層が確認面であり、覆土に多量の川原石を含み、

疇は困難を極めた。

南端は、第54号掘立柱建物跡の第15号柱穴に接し、

北 (N-5 °-W)に向かって延びていた。長さ12.8

m・ 幅2.7m・深さ0.7mとやや狭く深かった。

第26号区画溝とほぼ併走し、第54号掘立柱建物跡の

南側、第28号区画溝の南北溝の延長線上にあった。

第28号区画溝（第637図）

N • Q -21 • 22 • 23、0 • P-21グリッドに確認し

た。

第54号掘立柱建物跡の東側を大きく区画した溝であ

る。東に開くコの字形の区画溝で、第54号掘立柱建物

跡節こ沿って南東隅でクラソク状に曲がっていた。

南北溝 (N-6°-E)は、長さ30m、北側東西溝

(N-81° -E)は、長さ19m、南側東西溝（N-86°

-787 -



第635図 第26号区画溝・出土遺物

区画溝26
4
¥
 

調査区外

＜ 

三］
旦＇吐 5.9 且 ．，

言

第26号区画溝

l 淡黄褐色土粘性あり砂屑

2 茶掲色土 砂利、礫を多呈に含む
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第494表 第28号区画溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 鞘轄 色 調 残存 出土位置その他

1 高台付皿 K 6.0 B,G 良 好 灰 白 100 Q-23 

外一灰白。
2 高台付皿 K 7.0 B,D 良 好 内ーオリー 10 Q-23 

プ灰

3 高台付椀 M D 普 通 淡 緑 5 

4 大 甕 s B 普 通 青 灰 5 Q-27 
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-E)は、長さ22mであった。東端は第62号掘立柱建 第636図 第27号区画溝

物跡に接していた。溝の幅は、1.6m前後、深さは 十L21

0.62m前後と狭く深かった。

南北溝は、第27号区画溝の延長線上、北側東西溝は、

第25号区画溝の延長線上にあたっていた。また南側の

東西溝は、第29号区画溝と2.5mの距離をもって併走

し、第62号掘立柱建物跡の梁行と平行していた。また

北壁に接し、第20号柵列跡が併走しつつ東に向かって

延びていた。

遺構の切り合い関係は、第215• 219号住居跡、第55• +N22 

第27号区画溝

l 淡黄褐色土粘性あり

2 暗黒褐色土焼土粒子、炭化物粒子を多菰に

含む、粘性あり

3 茶褐色土 砂利、礫を多豆に含む

4 灰褐色土 砂利、礫を多糞に含む

5 黄褐色土粘性あり

6 茶褐色土焼土、炭化物を多呈に含む

粘性あり

7 暗茶褐色土 焼土、炭化物を微盈含む

砂竹粘土層

8 暗灰褐色土砂屈

9 暗灰褐色土枯土尼i

゜
10 m 

第637図 第28号区画溝・出土遺物
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第495表 第28号区画溝出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長 さ 径 穴径 重さ (g)

5 にぶい橙 90 22 0.6 

6 にぶい橙 60 2.1 0.5 

7 に ぶ い橙 100 5.1 1.9 0.3 

8 橙 90 1.7 0.3 ， にぶい 赤褐 100 4.0 1.1 0.3 

10 橙 100 3.5 1.0 0.3 

56 • 57号掘立柱建物跡、第648号土壊より新しかった。

また第629号土城と第631号土城の間から、溝の窪みに

石組みの墓壊が形成されていた。

覆土に軒平瓦を含む瓦が出土し、付近に瓦葺きの建

物の存在を推定させた。

1 • 2は、灰釉陶器の高台付皿である。 3は、白磁

の高台付椀である。4は、須恵器（S)の大甕である。

1 • 2は底部のみである。 3は体部破片である。

5から10は、土錘である。

11 • 12は、丸瓦である。 13から18は、平瓦である。

第29号区画溝 （第638図）

Q -22 • 23 • 24 • 25 • 26 • 27、R-26• 27グリッド

に確認した。

第57号掘立柱建物跡から東 (N-95°-E)に向か

って延び、東端で第30号区画溝と重複していた。長さ

53.4m・幅1m・深さ0.08mと狭く浅かった。

17.2 

14.0 

14.6 

12.1 

3.9 

2.6 

第28号区画溝の東西溝と2.5mの距離をも って併走

し、また第20号柵列跡とも併走していた。

第496表 第28号区画溝出士瓦観察表

番号 種類 焼成 凸面 凹面 側面

11 平瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り

12 丸瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り

13 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

14 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

15 平瓦 中間 刷り消し 布

16 平瓦 酸化炎 刷り消し 布

17 平瓦 酸化炎
平行 タタキ

布 1面面取り
と刷り消し

18 平瓦 酸化炎
平行タタキ

布 1面面取り
と刷り消し

型式 欠損分類 写真番号 出 士 位置その他

C 1 I C 221 

Cl II b 222 

C 1 I a 223 

C 1 I b 224 

C 2 I a 559 

C 2 I C 560 

遺構の切り合い関係は、第238• 239 • 241号住居跡、

第686号土城、第3侶号区画溝より新しかった。

第30号区画溝 （第639図）

P • Q • R-27グリ ッドに確認した。

周辺の遺構は疎らだが、砂利層が確認面であったた

め、確認作業は困難であった。

第65号掘立柱建物跡の西側に位置し、南北 (N-10

° -W)に延びていた。長さ14.2m ・幅l．2m．深さ

0.35mと狭くやや深かった。

第31号区画溝と3.3mの距離をもって併走し、第65

号掘立柱建物跡の梁行、第20号柵列跡の南北列と平行

する。第31号区画溝との間は、道路として機能してい

たと推定した。

遺構の切り合い関係は、第2位邦ざ画溝より古かった。

第31号区画溝 （第639図）

P -27、Q• R-27 • 28グリ ッドに確認した。

周辺の遺構は疎らだが、砂利層が確認面であり、覆

土に川原石を多量に含み、調査は困難であった。

第30号区画溝の西側に位置し、南北 (N-10°-W)

に延びていた。長さ22.6m・幅1.8m・深さ0.23mと狭

くやや深かった。溝底は浅く不整形に掘り込まれてい

た。

第30号区画溝と3.3mの距離をも って併走し、第65

号掘立柱建物跡の棟行、第20号柵列跡の南北列と平行

していた。

1は、灰釉陶器の高台付椀である。 2は、灰釉陶器

の高台付皿である。 1は底部のみである。 2は口縁部
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第638図第29号区画溝

キQ23 キR2• ¥ 

A65.5 -A 

冒
B且5.4 主

言 ゜
10 m 

と底部が欠損している。

3は、灰釉陶器の長頸壷である。 4• 5は、須恵器

(S)の長頸壷である。 3は口縁部のみ、 4は底部の

みである。 5は胴部中位以上が欠損している。

6は、凝灰岩の切石である。

第639図 第30• 31号区画溝・出土遺物

ぐ'
区画溝30 仇＼調査区外

＋ ％． 
Q27 ◎ ¥O-

区画溝31

3
 

/
6
5
-A 

゜

c_J5.3 s: 

言 賣麟三
s_J6.0 .-!I' 

一三—

10 m言こ口：三冒言言

-こ三三一＝グ

第 30号区画溝 A-A' 

1 暗黒褐色土焼土粒子、炭化物を多量に含む

2 黒色土 炭化粒子を少量含む

3 淡茶褐色土粘性あり

第 31号区画溝 B-B' 

1 表土

2 暗灰褐色土火山灰、砂を多量に含む

3 暗黄褐色土砂を多量に含む

4 暗灰褐色土大形礫主体、焼土を少量含む

5 暗黄褐色土 B軽石、小石を少量含む

6 暗褐色土焼土、炭を微量含み、砂利を少量含む

7 暗褐色土焼士、炭、 B軽石を少量含む

8 暗灰褐色土砂主体、暗褐色土を少量含む

区画溝31

て
、三 ゴ r

ロロ
□ cm □~ 

口＇
0 10cm 
r ,  

第497表第 31号区画溝出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 饒櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 高台付椀 K 6.8 B,D 良 好 灰 白 75 Q-27 

2 高台付皿 K 18.0 3.0 7.5 D 良 好 灰 白 15 Q-27 

3 長頸壷 K 12.8 D 良 好 オリーブ灰 10 Q-27 

4 長頸壷 s 11.2 B 良 好 灰 5 Q-27 

5 長頸壷 s 11.9 B 良 好 灰 10 P-27 
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第640図 第32号区画溝・出土遺物

な。 赳8

言
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゜
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第 498表 第 32号区画溝出土遺物観察表

1

2

3

 

号番 器種

高台付椀

手付瓶

鉢

種別

HS 

K 

HS 

口径

13.4 

24.9 

器高

5.5 

鍔 底径

6.0 

11.8 

胎

B, E, I 

B,D 

B,E,G 

士 焼

一

良

良

普

文

一

好

好

通

h
 

輛櫨 色調

にぶい黄橙

灰白

浅黄橙

残存

50 

5 

10 

出土位置その他

T-30 

T-30 

第32号区画溝（第640図）

T-29 • 30 • 31、U-29グリッドに確認した。

調査区の東端に位置し、東西 (N-65°-E)に廷

びていた。長さ21.2m・幅1.5m・深さ0.08mとやや広

く非常に浅かった。

第42号溝が、北壁に接してに併走し、南側は、御陣

場川の旧流路と平行していた。

第32号区画溝より南は、火葬墓l基を検出しただけ

である。第32号区画溝は、遺跡の東端を区切る施設と

判断した。

1は、須恵器（HS)の高台付椀である。

2は、灰釉陶器の手付瓶である。底部のみである。

3は、須恵器 (HS)の鉢である。胴部中位以下が

欠損している。

第641図 第33号区画溝

□0外

冒冒夏／犀／／／／／／／犀／／ニ

ー

~

一

七32

七31

゜
10m 

た。

第 1号溝（第642図）

D-2、E-1. 2グリッドに確認した。

第1局区画溝の西側に位置し、第6号住居跡の西側

から北 (N-21°-E) に向かって延びていた。長さ

第33号区画溝（第641図）

R-30、S-30 • 31グリッドに確認した。

南端が第42号溝に接して位置し、北 (N-0 ° -E) 

に向かってに廷びていた。大部分は調査区外だが、長

さ7.5m・幅2.1m ・深さ0.02mと幅広く非常に浅かっ

た。

第33号区画溝より東側は、遺構が検出できず、第32

号区画溝とともに、遺跡の東端を区切る施設と判断し

14.3m・幅0.90m・深さ0.41mと狭く深かった。

第 1号溝の延長線上に第2• 5号溝が位置し、第 1

号区画溝と第7• 8号溝も併走していた。

1は、土師器の坪ANである。

2 • 3は、須恵器 (HS)の椀である。

器 (NS)の椀である。

る。 6は、須恵器（HS)のJlilである。

須恵器 (HS)の高台付椀である。

4は、須恵

5は、須恵器（S)の椀であ

7 • 8 • 10は、

9は、須恵器 (N

S)の高台付椀である。 11は、須恵器 (HS)の高脚
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第 1号溝

1 暗褐色土焼土粒子、炭化粒子、 B軽石を含む

2 暗褐色土焼土粒子、炭化粒子を微呈含む

3 黒褐色土 炭化粒子、白色粒子を微呈含む

第2号溝

1 暗褐色土焼士粒子、炭化物を多量に含む粘性あり

2 黒色土 炭化物を多量に含む粘性あり

3 暗褐色土粘性あり

4 褐色土粘性あり

66.6 

第3号溝

l 黄黒色土 焼土粒子、炭化物を多旦に含みB軽石を含む

2 黒色土炭化粒子を含む粘性あり

第4号溝

1 暗褐色土 焼土、炭化物を微呈含み、白色粒子を含む
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第643図溝（ 2)
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冒

第20号溝

1 にぷい赤褐色土 炭化粒子、
C' 

ー 褐色土プッロクを微呈含む

2 にぷい赤褐色土焼土を少

位含み、褐色士プロックを

多凪に含む

SD24 

色 6.4

冑 雪

B' 
．吐6.5

壁3 牲4

冒疇第24号溝

1 灰黄褐色土 焼土粒子を少盈含み、 B経石、砂礫を含む

2 灰黄褐色土 B軽石を多呈に含む、砂質
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第644図溝（ 3)

SD41 

々
メ
u

高台付椀である。 12は、須恵器 (NS)の高台付椀で

ある。 3は底部、 12は口縁部が欠損している。 10は黒

色の付着物が外面口縁部から底部にかけて確認でき

る。油煙の痕跡と考えられる。

13 • 14は、灰釉陶器の高台付椀である。 15は、灰釉

陶器の高台付皿である。 13は底部のみである。 14• 15 

は底部が欠損している。

16 • 17は、土師器の甕である。 18は、須恵器 (NS)

の甕である。 19は、須恵器 (NS)の羽釜である。 16• 

18は胴部中位以下、 17• 19は胴部下位以下が欠損して

し、る。

20 • 21は、土錘である。

22は、鉄製の釘である。

A 66.2 A' 

｀ 

第2号溝（第642図）

F-1グリッドに確認した。

第 1号溝の南から南（N-24° -E)に向かって延

び、調査区外に続いていた。長さ3.8m・幅O.9 m • 

深さ0.56mと狭く深かった。

延長線上に第 1号溝が位置し、第 1号区画溝と第

7 • 8号溝が併走していた。
SJ 172 

第3号溝（第642図）

G-1グリッドに確認した。

極く一部を調脊区の東端に検出した。東西方向 (N

-112° -E)に廷びるものと推定した。長さ1.9m • 

幅0.7m・深さ0.41mと狭く深かった。

第4• 6 • 9号溝と平行する。

s
 

メst令 B 66.0 B' 

言言言

第4号溝（第642図）

F-1 • 2グリッドに確認した。

第 1号溝と 2号溝の間から東 (N-123°-E)に向

かって廷びていた。長さ8.2m・幅O.7m・深さ0.24m

と狭く浅かった。

第3• 6 • 9号溝と併走していた。

゜
5m 
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第645図
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第 5号溝 （第642図）

C•D-2 グリッドに確認した。

第 1号溝の北側から北 (N-14° -E)に向かって

延びていた。南端を近世の溝に、 北端を第8号土城に

よって破壊されていた。長さ5.9m・幅1.1m ・深さ

0.17mと狭く浅かった。

延長線上に第 1号溝が位置し、第 1号区画溝、第7.

8号溝と併走していた。

遺構の切り合い関係は、第8号土城より古かった。

1は、須恵器 (NS)の椀である。 2は、須恵器 (N

s)の高台付椀である。

る。

3は、灰釉陶器の長頸壷であ

3は頸部のみである。

第 6号溝 （第642図）

C -2、D-2. 3グリッドに確認した。

第5号溝の中央付近から東 (N-108° -Eに向かっ
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第499表 第 1号溝出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 ハ如嬰， 底径 胎 土 焼成 腕輯 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A IV H 11.5 3. 2 6.6 B.E.H 普 通 黄 橙 40 

2 椀 HS 9.9 33 5.2 B,C,E,G 良 好 浅黄橙 90 D-2 

3 椀 HS 10.0 2.8 55 B,E 良 好 灰 黄褐 20 E-1 

4 椀 NS 11.7 4.3 4.8 B,E,G 良 好 灰 白 40 

5 椀 s 12.2 2.0 6.0 B 良 好 灰 20 

6 IIL HS 11.1 5.0 53 B,C,E,G 良 好 に ぶ い 橙 100 

7 高 台 付 椀 HS 12.1 4.6 56 B, E. G,I 良 好 灰 黄 100 

8 高 台 付 椀 HS 11.8 4.5 60 B, E. I 良 好 にぶい黄橙 70 ， 高 台付椀 NS 12.8 5.9 58 B, E, G,I 普 通 灰 80 

10 高 台付椀 HS 13.7 6.1 7.7 B, E, I 良 好 暗灰黄 60 

11 商脚高台付椀 HS 12.8 6.2 8.0 B,E,G 普 通 にぶい黄橙 50 

12 高 台 付 椀 NS 7.5 B. I 3曰li:． 通 灰 白 40 

13 高 台 付 椀 K 7.2 B.D 良 好 灰 白 20 被熱痕

14 高 台 付 椀 K 13.8 B 良 好 灰 白 10 D-2 

15 高 台 付 皿 K 18.7 B 良 好 灰 白 10 E-1 

16 土師甕Amc H 25.7 C,E 普 通 浅黄 橙 25 

17 甕 C H 13.9 C,E,H 普 通 橙 80 

18 甕 NS 18.8 B,E,H 普 通
外 一灰黄褐。

20 
内 一浅黄橙

19 羽釜 BII a NS 19.9 3.1 B,E,H 良 好 灰 白 20 

第 500表 第 1号溝出士士錘観察表

番号

20 

20 

21 

に

灰

黄

色

＿ぶ vヽ 橙

黄

橙

調 残存率

80 

70 

70 

長さ 径

1.7 

1.8 

1.7 

穴 径

0.3 

0.5 

0.4 

重さ (g)

8.9 

12.0 

9.2 

型式

C 1 

C 1 

C 1 

欠損分類

I C 

II b 

II b 

写真番号

225 

226 

227 

出 土 位 置その 他

第501表 第5号溝出士遺物観察表

番号

1

2

3

 

器 種

椀

高 台 付 椀

長 頚 壷

種別

NS 

NS 

K 

口径

11.7 

13.8 

13.6 

器高

4.1 

6.2 

鍔 底径

6.1 

6.0 

胎

B, E, I 

B, E, I 

B,D 

土

＿
普
普
良

焼 成

通

通

好

饒櫨 色調

橙

灰白

オリーブ灰

残存

100 

50 

20 

出土位置その他

被熱痕

第502表 第6号溝出土遺物観察表

番号

1 

器 種

鉢

種別

s 
口径

21.9 

器寓 鍔 底径 胎

B,E 

土 焼

一良

成

好

輯櫨 色調

灰

存

5

残 出土位置その他

て）延びていた。長さ11.5m・幅1.1m・深さ0.19mと

狭く浅かった。

第7号溝が東端付近から南に向かって延びていた。

第 3• 4 • 9号溝と併走していた。

遺構の切り合い関係は、第10号土壊より新しかった。

1は、須恵器 （S)

損している。

の鉢である。胴部下位以下が欠

第 7号溝（第642図）

D・E-3グリッドに確認した。

第6号溝の東端付近から南 (N-23°-E) に向か

って延びていた。長さ10.3m・幅0.9m・深さ0.74mと

狭く深かった。

第1号区画溝、第 1• 2 • 5 • 8号溝と併走してい

た。
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第8号溝（第642図）

D•E-3 グリッドに確認した。

第7号溝の西側に位置し、 2.5mの距離をもって南

(N-19°-E)に向かって併走していた。長さ5.Sm• 

幅0.4m・深さ0.12mと小規模で狭く浅かった。

第 1号区画溝、第 1• 2 • 5 • 7号溝と併走してい

た。

第9号溝（第642図）

E - 3•4 グリッドに確認した。

中世の竪穴状遺構の床面下に検出した。第11号溝の

北端から東（N-98°-E)に向かって延びていた。

長さ5.0m・幅0.6m・深さ0.16mと狭く浅かった。

第3• 4 • 6号溝と併走していた。

第10号溝（第642図）

E-3 ・4、F-3グリッドに確認した。

第3号掘立柱建物跡の北西隅から南 (N-6 ° -E) 

に向かって延びていた。長さ9.4m・幅0.4、深さ0.09

mと狭く浅かった。

第3号掘立柱建物跡の西側に隣接し、棟行と平行し

ていたことから、第3号掘立柱建物跡に付属する遺構

（雨落ち溝？）と推定した。

第3号掘立柱建物跡のほか、第11• 13号溝と併走し

てし、た。

第11号溝（第642図）

F-3グリッドに確認した。

第13号住居跡の北側から、北 (N-4 ° -E)に向

かって延びていた。長さ7.2m・幅0.4m・深さO.lOm 

と狭く浅かった。

第3号掘立柱建物跡の棟行、第10• 13号溝と平行し

てし、た。

遺構の切り関係は、第13号住居跡より古かった。

第12号溝（第642図）

E-3・4グリッドに確認した。

第10号溝の北端から東 (N-78° -E)に向かって

延びていた。長さ5.5m・幅0.4m・深さ0.05mと狭く

とても浅かった。

第12号溝の東への延長線上に第18号溝が位置してい

た。

遺構の切り合い関係は、第3併号土壊より新しかった。

第13号溝（第642図）

E-4、F-5グリッドに確認した。

第3号掘立柱建物跡の身舎の北東隅から南 (N-9

o_E)に向かって延びていた。南端は、第40号上壊

により破壊されていた。長さ5.9m・幅0.6m・深さ

0.10mと狭く浅かった。

第3号掘立柱建物跡の棟方向、第10• 11号溝と平行

していた。

第14号溝（第642図）

I -4 • 5グリッドに確認した。

第 1号掘立柱建物跡の第6号柱穴から西 (N-93° 

-E)に向かって延び、西端は、第25• 27号住居跡に

より破壊されていた。長さ8.2m・幅0.6m・深さo.12 
mと狭く浅かった。

遺構の切り合い関係は、第 1号掘立柱建物跡、第25• 

27号住居跡より古かった。

第15号溝（第642図）

J-4グリッドに確認した。

第 1号掘立柱建物跡の南西隅から北 (N-5 ° -E) 

に向かって延び、北端は、第14号溝により破壊されて

いた。長さ9.6m・幅0.3m・深さ0.10mと狭く浅かっ

た。

第 1号掘立柱建物跡の西側に接し、棟行と平行して

いた。そのほか、第6号区画溝の南北溝と平行してい

た。

遺構の切り合い関係は、第27号住居跡より古く、第

14号溝より新しかった。
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第16号溝（第642図）

G-5グリッドに確認した。

第12号掘立柱建物跡の東側から東 (N-96° -E) 

に向かって延びていた。西端は、第12号掘立柱建物跡

の第8号柱穴により破壊されていた。長さ3.5m・幅

0.3m・深さ0.08mと狭くとても浅かった。

第10• 11号掘立柱建物跡の北側にほぼ接し、棟行と

平行していた。

遺構の切り合い関係は、第12号掘立柱建物跡より古

かった。

第17号溝（第642図）

D-6グリッドに確認した。

第18号溝から北 (N-11°-E)に向かって延びて

いた。南端は、第18号溝に破壊されていた。長さ2.2

m・幅0.4m・深さ0.15mと狭く浅かった。

遺構の切り合い関係は、第18号溝より古かった。

第18号溝（第642図）

D・E-6グリッドに確認した。

第31号住居跡の北西隅から東 (N-75°-E）に向

かって延びていた。長さ7.8m・幅0.5m・深さ0.14m

と狭く浅かった。

延長線上には第12号溝が位置していた。

遺構の切り合い関係は、第104号士壊より古く、第

113号土壊より新しかった。

1は、須恵器（HS)の高台付椀である。底部外面

第503表 第 18号溝出土遺物観察表

番号 1 器 種 1種別 1 口径 1 器高 1 鍔 1 底径 I 胎

1 I高 台 付 椀 IHS 8.0 I B, C, E, H 

第504表 第20号溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 椀 HS 12.2 4.4 5.8 B,E,G 

2 高 台 付 椀 K 13.7 4.9 5.4 B 

3 羽 B I HS 20.8 B,C,E,H 

4 羽 B II b NS 19.9 3.0 B,D,H 

土

土

に墨書 「平」がみられる。口縁部が欠損している。

第19号溝（第642図）

F-6グリッドに確認した。

第8号掘立柱建物跡の南西隅から、南 (N-5 °― 

E)に向かって廷びていた。北端は、第138号土壊に

より破壊されていた。長さ4.9m・幅0.6m・深さ0.08

mと狭くとても浅かった。

遺構の切り合い関係は、第138号土壊より古かった。

1は、棒状鉄製品である。

第20号溝（第643図）

I-5•6·7 グリッドに確認した。

第1号掘立柱建物跡の北東隅から東 (N-98°-E) 

に向かって廷びていた。長さ18.7m・幅0.6m・深さ

0.24mとやや幅の広く浅かった。

第 1号掘立柱建物跡の梁行、第2号掘立柱建物跡の

桁行と平行していた。

遺構の切り合い関係は、第6号区画溝より新しかっ

た。

1は、須恵器 (HS)の椀である。

2は、灰釉陶器の高台付椀である。 3は、須恵器 (H

s)の羽釜である。 4は、須恵器 (NS)の羽釜であ

る。 2は底部、 3は胴部下位以下、 4は胴部中位以下

が欠損している。 3は黒色の付着物が胴部内面に確認

できる。タール状の付着物と考えられる。

焼成 1 観轄

良好

焼成 鞘輯

良 好

良 好

良 好

良 好

色 調 1残存 1 出土位置その他

灰 白 100 墨書

色 調 残存 出土位置その他

にぶい黄橙 20 

灰 白 20 被熱痕

浅黄橙 20 

灰 白 15 

-800 -



第21号溝（第643図）

L-6グリッドに確認した。

第 1• 2号掘立柱建物跡付属した池を構成する第2

号区画溝の南壁に接して、東 (N-115°-E) 

って延び、調査区外に続いていた。長さ3.4m・幅0.5

m・深さ0.15mと狭く広かった。

1 • 2は、土師器の杯ANである。 3は、須恵器（N

S)の高台付皿である。

第22号溝（第643図）

D・E-7グリッドに確認した。

周辺は遺構が密集し、激しく重複していたため、確

認に手間取った。

南端は、第36号住居跡により破壊されていた。北 (N

-5 ° -E) に向かって延び、調査区外に続いていた。

長さ6.02m・輻O.Sm・深さ0.36mとやや幅広く、深か

った。

に向か

2は底部が欠損している。

遺構の切り合い関係は、第36号住居跡より古く、第

32 • 35号住居跡より新しかった。

1は、土師器の杯Bである。

欠損している。

5しま、土錘である。

第23号溝（第643図）

I • J-8グリッドに確認した。

第12号区画溝から北東 (N-11°-E)に向かって

延びていた。長さ10m・幅0.6m・深さ0.22mと狭く浅

かった。

第14号区画溝、第24号溝と平行していた。

遺構の切り合い関係は、第214号土城、第24号溝よ

り古かった。

1は、灰釉陶器の高台付椀である。

の段皿である。

2は、灰釉陶器

1 • 2は底部が欠損している。

3は、鉄塊である。

第24号溝（第643図）

J-7・ 8グリッドに確認した。

第23号溝の南端から、南 (N-9 ° -E) に向かっ

2は、須恵器 (HS)の高台付椀である。

3は、土師器の甕である。

羽釜である。

4は、須恵器（NS)の

3は胴部中位以下、 4は胴部下位以下が

て延びていた。長さ5.8m・幅0.8m・深さ0.37mと短

いがやや幅広く深かった。

第14号区画溝、第23号溝と平行していた。

遺構の切り合い関係は、第23号溝より新しかった。

1は、須恵器 (NS)の椀である。

第 505表 第 21号溝出土遺物観察表

1

2

3

 

号番 器 種

坪 A W 

坪 A W 

高台付 皿

種別

H 

H 

NS 

口径

11.5 

12.1 

12.3 

器高

3.2 

3.0 

2.4 

鍔 底径

7.6 

8.3 

5.6 

胎土

B.C.E,H 

B.E,H 

B. E.I 

＿普

良

普

焼

＿通

好

通

成 轍轄 色

黄

黄

灰

褐

褐

黄

調 残存

50 

20 

40 

出土位置その他

第506表 第 22号溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 9如哩コ 底径 胎 土 焼成 輯櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 杯 B H 11.0 4.7 41 B,E,H 普 通 黄 橙 40 

2 高台付 椀 HS 11.4 4.3 5.3 B, E, G, I 良 好 にぶい黄橙 100 

3 甕 A Ill C H 14.0 B,E,H 良 好 橙 15 

4 羽A I bイ NS 18.8 2.1 D,E 良 好 灰 白 20 SD-44 

第507表 第 22号溝出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 r ，又
ノ、 イ土 型式 欠損分類 写真番号 出土 位置 その他

5
 

-

]

 ＇ ぶ vヽ 橙 100 4.6 1.8 0.5 

璽さ(g)

11.3 C 1 VI a 228 
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2は、灰釉陶器の高台付椀である。口縁部と底部が

欠損している。

3は、須恵器 (S)の長頸壷である。底部のみであ

る。

第25号溝（第643図）

0-7グリッドに確認した。

第11号区画溝の西壁に接し、南 (N-2°-W)に

向かって延びていた。長さ6.6m・幅O.Sm・深さ0.39

mと狭くやや深かった。

第11• 12号区画溝と平行していた。

第11号区画溝より古かった。

lは、土師器の杯AVである。

2から 4は、灰釉陶器の高台付椀である。 5は、灰

釉陶器の高台付1IIlである。 2から 4は底部のみである。

5は底部が欠損している。

6は、鋸の脚部破片である。

7は、凝灰岩の切石である。

第508表 第23号溝出土遺物観察表

第26号溝（第643図）

P-7グリッドに確認した。

第11号区画溝の南端から南 (N-14°-E)に向か

って延び、大半が調脊区外に続いていた。長さ3.04m• 

幅O.7m・深さ0.40mと狭くやや深かった。

第27号溝（第643図）

Q-8、R-8・9グリッドに確認した。

第 1号建物地業跡の南西隅から南 (N-3 ° -E) 

に向かって延びていた。長さ7.9m・幅1.3、深さ0.07

mと狭くとても浅かった。

第13号区画溝や第1号建物地業跡の西壁と平行して

し、た。

1は、土師器の杯Bである。底部が欠損している。

2は、丸瓦である。 3から 7は、平瓦である。

第28号溝（第643図）

Q・R-11グリッドに確認した。

第2号建物地業跡と第 3号建物地業跡の間に位置

し、南 (N-20° -W)に向かって延びていた。長さ

番:・I:器台付種：I手！IJI五で1器高 I含与 I底径［：胎 土 I ：焼成：：I輛櫨［：：ー：□I残：I]口ざ；：：その他

第509表 第24号溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛轄 色 調 残存 出上位置その他

1 椀 NS 12.6 3.7 5.8 B. I 普 通
灰

60 
灰 白

2 高 台 付 椀 K 7.0 B 良 好 灰 白 20 

3 長頸壷 s 7.7 B,C 良 好 褐 灰 5 

第510表 第25号溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

1 杯 A V H 11.8 37 53 B,E,H 普 通 黄 橙 60 0-7 

2 高 台 付 椀 K 7.5 B,D 良 好
灰 白

10 0-7 
（釉）浅黄

3 高 台付椀 K 8.3 B,D 良 好 灰 白 5 0-7 

4 高 台 付 椀 K 92 B 良 好 灰 白 10 0-7 

5 高台付 皿 K 16.4 B 良 好 灰 白 20 0-7被熱
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6.5m・幅1.2m・深さ0.29mと狭くやや深かった。

1は、土師器の杯A Nである。黒色の付着物が口縁

部と底部内面に確認できる。油煙の痕跡と考えられる。

2は、緑釉陶器の高台付椀である。 3は、灰釉陶器

の段皿である。 2は底部のみである。

第29号溝（第643図）

Q-11 • 12グリッドに確認した。

第40住居跡と第3号建物地業跡の間に位置し、西端

は撹乱で破壊され、東 (N-90° -E)に向かって廷

びていた。長さ6.5m・幅 1m ・深さ0.10mと狭く浅

かった。

第40号住居跡の長軸方向、第3号建物地業跡の梁行

と平行していた。

1は、土錘である。

第30号溝 （第643図）

J • K-13グリッドに確認した。

第511表 第27号溝出士瓦観察表

番号 種類 焼成 凸面 凹面 側面

2 丸瓦 酸化炎 測 り 消 し 布 1面面取 り

3 平瓦 酸化炎 刷り 消し 布 2面面取り

4 平瓦 酸化炎 刷 り 消 し 布 2面面取り

5 平瓦 酸化炎 刷 り 消 し 布 1面面取り

6 平瓦 酸化炎 刷 り 消 し 布 1面面取り

7 平瓦 酸化炎 刷 り 消 し 布 1面面取り

第512表 第27号溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径器高 鍔 底径 胎

1 坪 B H 19.3 B,E,H 

第513表 第28号溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 杯 A w H 12.3 3.0 7.3 B,E,H 

2 高台付 椀 M 7.7 B,D 

3 段 皿 K 14.4 3.5 5.9 B,D 

第514表 第29号溝出土土錘観察表

土

土

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径重さ(g)

1 に ぶい橙 90 1.7 0.4 12.3 

第31号溝の中央部から、南 (N-1°-E)に向か

って延びていた。長さ9.9m・幅0.44m・深さ0.2mと

狭く浅かった。

遺構の切り合い関係は、第387• 395土壊、第38号掘

立柱建物跡より古かった。

第31号溝（第643図）

K-12 • 13、J-13 • 14グリッドに確認した。

第19号区画溝から東 (N-73° -E)に向かって延

びていた。長さ18.6m・幅0.4m・深さ0.08mと狭くと

ても浅かった。

第17号区画溝、第36号掘立柱建物跡の梁行、第37• 

38号掘立柱建物跡の桁行と平行していた。

第32号溝（第643図）

I • J -13グリッドに確認した。

第19i号区画溝と第152号住居跡の重複部から、南 (N

-26°-w)に向かって延びていた。長さ2.9m・幅0.2

m・深さ0.06mと短くとても狭く浅かった。

第33号溝（第643図）

L-13グリッドに確認した。

第38号掘立柱建物跡の中央付近に位置し、北東 (N

-30° -E)に向かって延びていた。長さ3.5m・幅0.2

m・深さ0.06mととても狭く浅かった。

遺構の切り合い関係は、第150号土壊より古かった。

焼成 糖轄 色 調 残存 出土位置その他

普 通 赤 褐 20 

焼成 輌轄 色 調 残存 I 出士位置その他

良 好 黄 橙 80 

良 好 淡 緑 10 

良 好 灰 白 20 

型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

C 1 I b 229 
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第34号溝 （第643図）

L-13グリッドに確認した。

第38号掘立柱建物跡の第4号柱穴の西側から、北(N

-14° -W)に向かって延びていた。長さ8.6m・幅0.3

m・深さ0.03mととても狭く浅かった。

第38号掘立柱建物跡の梁行と接しつつ平行してい

た。

遺構の切り合い関係は、第402号土壊より新しかっ

た。

第35号溝 （第643図）

J -14、K-14• 15グリッドに確認した。

第35号掘立柱建物跡の南東隅から南（N-40°-W) 

に向かって延びていた。長さ6.9m・幅O.5m ・深さ

0.05mと狭くとても浅かった。

遺構の切り合い関係は、第430• 475号土壊より新し

かった。

第36号溝（第643図）

L-14グリッドに確認した。

第38局掘立柱建物跡の第 1号柱穴の東側から、北(N

-8°-W) 

第37号溝 （第643図）

I -15グリッドに確認した。

第155号住居跡と大半が童複し、覆土も類似し、確

認に手間取った。

第155号住居跡中央から北 (N-10°-W)に向かっ

て廷び、調査区外に続いていた。長さ3.9m・幅0.5m • 

深さ0.14mと狭く浅かった。

遺構の切り合い関係は、第155号住居跡より新しか

った。

1は、土師器の杯AWである。

である。

2は、土師器の杯B

1 • 2は底部が欠損している。

第38号溝 （第643図）

L-15 • 16グリッドに確認した。

周辺の遺構は疎らだったが、砂利層が確認面のため、

確認作業は困難であった。

第24号区画溝の南側に位置し、東 (N-70° -E) 

に向かって延びていた。長さ5.4m・幅0.4、深さ0.08

mと短く狭くとても浅かった。

第23• 24号区画溝と平行していた。

1は、須恵器 （S)の皿である。

に向かって廷びていた。長さ5.0m・幅

0.3、深さ0.05mととても狭く浅かった。

第38号掘立柱建物跡の梁行と接しつつ平行してい

た。

1は、土師器の杯AVIである。底部が欠損している。

第39号溝 （第643図）

N • 0-16グリッドに確認した。

周辺の遺構は疎らだったが、砂利層が確認面であり、

確認作業は困難であった。

第25号区画溝の西端付近に位置し、南 (N-1 ° -

W)に向かって延び、南端は、第526• 527号土壊に破

第 515表 第 36号溝出土遺物観察表

番号 I器 種

坪 A VI 

種別

H 

口径

10.7 

器高

3.4 

鍔 底径

4.9 

胎

B,D,H 

土 焼
一
普 通

成

＿‘
輔櫨

黄色 調白
残存

40 

出土位置その他

第516表 第37号溝出土遺物観察表

番号 I器 種

坪 A VI 

坪 B

1

2

 

別種

-H

H

口径

12.7 

13.0 

器高

3.6 

4.0 

鍔 底径

5.8 

6.7 

胎

B.E,H 

B,E,H 

土

＿
普
普

焼

一
通
通

成 輛轄

一
黄
暗

色

橙

橙

調 残存

30 

40 

出土位置その他

砂
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壊されていた。長さ8.6m・幅0.5m・深さ0.18mと狭

く浅かった。

遺構の切り合い関係は、第526• 527号士城より古く、

第25号区画溝より新しかった。

第40号溝（第643図）

P・ Q-16・17グリッドに確認した。

第43号掘立柱建物跡の身舎の第 1号柱穴から、北(N

-4°-w)に向かって延びていた。 二本の溝が接し

た形状で、長さ6.7m ・幅1.8m・深さ0.17mとやや広

く浅かった。

第43号掘立柱建物跡の身舎の柱筋に並ぶ柱穴を結ぶ

ように位置していた。

第41号溝（第644図）

P-13、Q• R-14、S-14 • 15、T-15• 16、U

-16グリッドに確認した。

第22号区画溝から南東 （N-28°-W)に向かって

延びていた。掘り込みの浅い部分があり、 一部途切れ

ていたが、長さ63.0m・幅0.4m・深さ0.28mと狭く浅

かった。

遺構の切り合い関係は、第172号住居跡、第494• 

495号土壊より古く、第129号住居跡、第22号区画溝よ

第517表第38号溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別口径器高 鍔 底径 胎

皿 s 127 25 5.6 B 

第518表第41号溝出土遺物観察表

番号 器 種 種別口径器高 鍔 底径 胎

1 高 台付Jll1 K 80 B 

第519表集石列出土遺物観察表

番号 器 種 種別口径器高 鍔 底径 胎

1 段 皿 K 18.1 B 

土

土

土

り新しかった。

1は、灰釉陶器の高台付皿である。底部のみである。

第42号溝（第643図）

S-30 • 31、T-29• 30グリッドに確認した。

調査区東端の第33号区画溝に接し、東（N-65°―

E)に向かって延びていた。西端は、第258号住居跡

により破壊されていた。

長さ19m・幅O.2m・深さ0.07mと狭く浅かった。

第33号区画溝と平行し、東端は第32号区画溝の南端

まで延びていた。

集石列（第647図）

P • Q • R • S • T-20グリッドで確認した。

重機による表土除去作業中、遺跡全体を覆う火山灰

混じりの黒色土中に、 一部途切れながら長さ41.9m • 

幅0.19m• 高さ0.4m検出した。

第194• 202~207号住居跡、第631号上堀より新しく、

これらの遺構埋没後に造られていた。遺構の切り合い

関係や覆土の状況から、中世の遺構の可能性も捨てき

れないが、第28号区画溝の南北溝、第55• 58号掘立柱

建物跡の棟行と平行していたことから、古代の区画と

関連した遺構と判断した。

焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

良 好 灰 70 M-15 

焼成 輌轄 色 調 残存 出土位置その他

良 好 灰 白 10 P-13-2 

焼成 輯櫨 色 調 残存 出土位置その他

良 好 灰 白 10 
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第647図 集石列・出土遺物 第520表 集石列出士瓦観察表

番号 種類 焼成 凸面 凹 面 側面

2 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

3 平瓦 酸化炎 刷り消し 布

炉゚

6.§..7 

+U2， 言言詈言/////////////9言

゜
10m 0 2m 

集石列

1褐色土表土

2 暗褐色土 石片を多量に含む（表土）

3 灰黄褐色土 A軽石を少量含む（水田耕作土）

4 暗褐色土 A軽石を微量含む（鉄分沈着層）

5 黄褐色土 焼土粒子を少量含む

6 黒褐色土焼土粒子、 B軽石、砂利を少量含む

7 黒褐色土焼土粒子を少量含み、 B軽石を多量に含む

8 黒褐色土焼土粒子を多量に含み、 B軽石を層状に含む

9 暗褐色土焼土粒子、砂利を多量に含む

SC1 

＝更二←ー」ーグ

3
 

2
 

ロ
ロ
ぃ
―
_|

ロ

こ
：

こ一

゜
10cm 
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(5)柵列・道路跡・橋状遺構

中堀遺跡では、前章にあげた区画施設の他に、柵列・

道路跡・橋状遺構等の施設を検出することができた。

その遺構数は、柵列23列、道路状遺構2条、橋状遺構

1本である。

柵列は、調査区の全域から確認することができたが、

区画全体に及ぶ例はなく、部分的な柱列として確認し

たに留ま った。また柵列とするよりも、建物の目隠し

塀的な小規模な柱列も存在した。

ここで道路状遺構とした遺構は、路面の痕跡とされ

る波板状の圧痕が残る部分のみを取り上げ、区画溝の

片側や挟まれた部分については、取り上げなかった。

疇内で道路と推定できる部分については、後述する

こととする。

また橋状遺構が、第12号区画溝内に 1ヶ所確認でき

た。橋脚を据えた栗石が、区画溝の溝底に確認できた。

疇内を通る道が、区画溝等の低い場所をわたる際に

は、橋が架けられたと推定できるが、橋脚を伴った橋

を確認できたのは、 1ヶ所だけであった。

柵列・道路跡 ・橋状遺構から出土した遺物は、遺構

の性格もありきわめて少なく、わずかに土器片が出士

した程度であった。

第648図 柵列・道路跡・橋状遺構全体図

[
‘
一

こ
＼
ロ

唸゜

□』

0 30m 
l l l 
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第 1号柵列跡 （第649図）

C-5・D-5・E-5・6グリッドで確認した。

第5• 6号掘立柱建物跡の西側に位置した。平面形

は十字状で、南北方向はN-10°-E、長さ10.5m。

東西方向はN-93°-E、長さ7.9mであった。

柱穴の平面形は、 円形または楕円形で、規模は径

0.3m~0.5m・深さO.lm~0.54mであった。

南北方向柱筋が、第3• 4号掘立柱建物跡の棟方向

および第31号住居跡の長軸方向に平行し、東西方向柱

筋が第3• 4号掘立柱建物跡の桁方向、第2号柵列跡

の東西方向柱筋と平行していた。

第 2号柵列跡 （第649図）

E-5・6グリッドで確認した。

第6号掘立柱建物跡の南側から東に向かって延び、

第4号柱穴で小さく北に曲がる。平面形はL字状で、

南北方向はN-2°-E、長さ 5m。東西方向はN-

97-E、長さ11.9mであった。

柱穴の平面形は円形で、規模は径0.2m ~0.5m• 深

さ0.12m~0.46mであった。

南北方向柱筋が、第3• 4号掘立柱建物跡の棟方向

および第31号住居跡の長軸方向に平行し、東西方向柱

筋が第3• 4号掘立柱建物跡の桁方向、第 1号柵列跡

の東西方向柱筋と平行していた。

第 3号柵列跡 （第650図）

F-3・4・5・6・7・G-3グリッドで確認し

た。

第 1号井戸の北西付近から西に向かって延び、第

8 • 9号柱穴および第18号柱穴で小さく曲がる。平面

形はL字状で、東西方向はN-87°-E、長さ40.Sm。

南北方向はN-2°-W、長さ2.lmであった。第 1号

柱穴からさらに南に向かって、調査区外に廷びる可能

性もある。

柱穴の平面形は、円形または楕円形で、第5号柱穴

が方形であった。規模は径0.15m~0.65mで、深さ

0.13m~0.42mであった。

東西方向柱筋は、南に位置した第9• 10 • 12 • 13 • 

14 • 18号掘立柱建物跡の柱筋、第4• 5号柵列跡とほ

ぼ平行していたことから、これらの建物群を区画する

疇であったと思われる。

第3号掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は不明

であった。

第4号柵列跡 （第649図）

G-5•6 グリッドで確認した。

第10号掘立柱建物跡の東側から東に向かって (N-

86°-E)延びている。長さは7.4mと短い。

柱穴の平面形は、 円形または楕円形で、規模は径

0.15m~0.45m ・深さO.llm~0.4mであった。

第3号柵列跡の東西方向柱筋、第 5号柵列跡と平行

してし、た。

第 5号柵列跡 （第649図）

G-4 ・5 ・6グリッドで確認した。

第20号掘立柱建物跡の北側から東に向かって (N-

93° -E)延び、第4号柱穴で南に小さく曲がる。長

さは15.2mであった。

柱穴の平面形は、円形または楕円形で、規模は径

0.13m~0.4m・深さ0.16m~0.4mであった。

第20号掘立柱建物跡の桁方向、第25号掘立柱建物跡

の棟方向、第3号柵列跡の東西方向柱筋、第4号柵列

跡と平行していた。

第 6号柵列跡 （第649図）

G-4 • 5グリッドで確認した。

第22号掘立柱建物跡の北側柱筋を延長するように、

東に向かって (N-98° -E)延びる。長さは8.2mと

短し ‘o

柱穴の平面形は円形で、規模は径0.15m~0.4m• 

深さ0.17m~0.42mであった。

第 7号柵列跡 （第650図）

1-5•6·7 グリッドで確認した。
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第649図 柵 列 跡 （ 1)
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第650図 柵列跡 （2)
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第1• 2号掘立柱建物跡の北側から、東に向かって

(N-93° -E)延び、第12号区画溝の手前まで続く。

長さは22.7mであった。

柱穴の平面形は円形で、規模は径0.2m~0.35m• 

深さ0.04m~0.38mであった。

第 1号掘立柱建物跡の桁方向、第2号掘立柱建物跡

の棟方向、第20号溝と平行していたことから、これら

の遺構を区画する施設であったと思われる。

第 8号柵列跡（第649図）

I -7グリッドで確認した。

第27号掘立柱建物跡の北西隅付近から、東に向かっ

て (N-91° -E)延び、第12号区画溝の手前まで続

く。長さは5.5mと短い。

柱穴の平面形は円形で、規模は0.2m~0.3m・深さ

0.19m~0.38mであった。

第27号掘立柱建物跡の桁方向と平行していた。

第 9号柵列跡（第651図）

M-9 • N-9 • 10グリッドで確認した。

第118号住居跡の南側から、南に向かって (N-2° 

-W)延びる。長さは6.5mと短い。

柱穴の平面形は円形で、規模は0.4m~O.55m ・深

さ0.25m~0.35mであった。

第10号柵列跡（第652図）

J -12 • 13 • 14 • 15 • 16 • 17 • K -12グリッドで確

認した。

第19号区画溝と第31号溝の交点付近から、北東に向

かって (N-77° -E)延び、調査区外に続くと思わ

れる。長さ46.6mと長い。

柱穴の平面形は、円形または楕円形で、規模は径

0.15m~0.7m・深さ0.07m~0.29mであった。

第37号掘立柱建物跡の棟方向、第38号掘立柱建物跡

の桁方向、第20• 21 • 23 • 24号区画溝、第31号溝、第

12 • 13 • 14号柵列跡と平行し、第15号柵列跡と直交す

る。また、第11号柵列跡と斜めに交わる。

第11号柵列跡（第651図）

J-13 • K-13 • 14 • L-14グリッドで確認した。

第34号掘立柱建物跡の南東隅から南に向かって (N

-25° -W)延び、第 3号柱穴で小さく東に曲がる。

長さは17.4mであった。

柱穴の平面形は、円形または楕円形で、規模は径

0.35m~0.7m・深さ0.05m~0.45mであった。

第10• 12号柵列跡と斜めに交わる。その他、第38局

掘立柱建物跡と重複関係にあり、第38号掘立柱建物跡

より古かった。

第12号柵列跡（第650図）

K-14 • 15グリッドで確認した。

第23号区画溝の西端から西に向かって (N-79°― 

E)延び、第 5号柱穴で小さく北に曲がる。長さは

12.9mであった。

柱穴の形状は円形で、規模は径0.2m~O.72m ・深

さ0.07m~0.47mであった。

第20• 21 • 23 • 24号区画溝、第10• 13 • 14号柵列跡

と平行し、第15号柵列跡と直交する。また、第11号柵

列跡と斜めに交わる。

遺構の切り合い関係は、第38号掘立柱建物跡より新

しかった。

第13号柵列跡（第652図）

L-14 • 15 • 16 • 17グリッドで確認した。

第38号掘立柱建物跡の南東隅付近から、東に向かっ

て (N-77°-E)延び、第 5• 7 • 8号柱穴で蛇行

するように小さく曲がる。長さは29.lmであった。

柱穴の平面形は、円形または楕円形で、規模は径

0.15m~0.45m ・深さ0.12m~0.39mであった。

第38号掘立柱建物跡の桁方向、第20• 21 • 23 • 24号

区画溝、第31• 38号溝、第10• 12 • 14号柵列跡と平行

し、第15号柵列跡と直交する。

第14号柵列跡（第652図）

L -14 • 15 • 16 • 17グリッドで確認した。
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第652図柵列跡（ 4)
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第653図柵列跡（ 5)

第 17号柵列跡
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第39号掘立柱建物跡の東側から、東に向かって (N

-80° -E)延びる。長さは28mmであった。

柱穴の平面形は、円形または楕円形で、規模は径

0.15m~0.45m ・深さ0.09m~0.38mであった。

第20• 21 • 23 • 24号区画溝、第38号溝、第10• 12 • 

13号柵列跡と平行し、第2号柱穴と 3号柱穴の間から

第15号柵列跡が、北に向かってほぼ垂直に延びる。

第15号柵列跡（第651図）

I -14 • J-14 • K-14 • L-14グリッドで確認し

た。

第14号柵列跡の第2号柱穴と 3号柱穴の問から、北

に向かって (N-12° -W)延び、第 2• 3 • 5 • 7 

柱穴で小さく曲がる。長さは35mであった。

柱穴の平面形は円形で、規模は径0.2m~0.5m・深

さ0.05m~0.29mであった。

第38号掘立柱建物跡の棟方向と平行し、第10• 12 • 

13 • 14号柵列跡と直交する。

第16号柵列跡（第651図）

0 -21 • 22 • P -22グリッドで確認した。

第55号掘立柱建物跡の西側に位置し、平面形はL字

状であった。南北方向はN-0°-E、長さ10.5mで、

東西方向N-90°-E、長さ1.9mであった。

柱穴の平面形は円形で、規模は径0.22m~0.5m• 

深さ0.12m~0.33mであった。

第28号区画溝の南北方向と平行していた。また、第

55号掘立柱建物跡の棟方向よりやや西に振れるが、位

置関係から、第55号掘立柱建物跡と関連する遺構であ

ると思われる。

第17号柵列跡（第653図）

Q -21 • 22 • 23 • R -22グリッドで確認した。

第55号掘立柱建物跡の南側から、第28号区画溝の北

壁に沿うように、東に向かって (N-94° -E)延び、

第62号掘立柱建物跡の南西隅惰~4 号柱穴）につなが

る。

西端は北に向かって (N-8° -W)、長さ2.2mほ

ど短く曲がる。東西方向は長さ24.4mで、第6号柱穴

から南に向かって (N-8°-E)、ほぼ垂直に、長さ

8 mほど延びる。

また、第6・7・10・11号柱穴を結ぶように、 1辺

2.2mの方形区画を造る。

柱穴の平面形は円形で、規模は0.2m~0.4m・深さ

0.13m~0.44mであった。

第62号掘立柱建物跡の南面柱筋につながり、その廷

長線上に第20号柵列跡が続く。また第28号区画溝の東

西方向、第29号区画溝、第18号柵列跡の東西方向と平

行していた。

第217号住居跡、第56局掘立柱建物跡と重複するが、

新旧関係は不明であった。

第18号柵列跡（第653図）

0-23・24・25グリッドで確認した。

第217号住居跡の北側から、東に向かって延び、第

6号柱穴で南に小さく曲がり、第12号柱穴で北にほぼ

直角に曲がる。平面形はL字状で、東西方向はN-95

o_E、長さ22.3m。南北方向はN-10°-E、長さ6.8

mであった。

柱穴の平面形は、円形または楕円形で、規模は径

0.2m~0.41m ・深さ0.07m~0.42mであった。

東西方向柱筋は、第59号掘立柱建物跡の棟方向、第

17号柵列跡の東西方向柱筋、第28号区画溝の東西方向、

第2伊計区画溝と平行していた。

第19号柵列跡（第655図）

P-24 • Q-23 • 24クリッドで確認した。

第18号柵列跡の 6号柱穴の南から、南に向かって延

び、第3• 5号柱穴で小さく曲がり、第28号区画溝の

手前で東西に分かれる。平面形はT字状で、南北方向

はN-7°-E、長さ11.3m。東西方向はN-96°-E、

長さ13.6mであった。

柱穴の平面形は、円形または楕円形で、規模は径

0.35m~0.9m・深さ0.16mから0.39mであった。
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第654図 柵 列 跡（ 6)
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第655図 柵列跡 （7)
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南北方向柱筋が、第18号柵列跡の南北方向柱筋と平

行していた。

第62号掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は不明

であった。

第20号柵列跡（第654図）

0-26 ・ P-26 ・ Q-24 • 25 • 26 • 27グリッドで確

認した。

第62号掘立柱建物跡の第 1号柱穴から東に向かって

延び、第2号柱穴で南に小さく曲がる。さらに第5号

柱穴と第6号柱穴の間から、北に向かって延びる。平

面形はT字状で、東西方向はN-95°-E、長さ23.4

m。南北方向はN-8°-W、長さ15.9mであった。

柱穴の平面形は、 円形または楕円形で、規模は径

0.21m~0.45m・深さ0.09m~0.38mであった。

東西方向柱筋は、第62号掘立柱建物跡の南面柱筋に

つながり、西側の延長線上に第17号柵列跡が続くほか、

第29号区画溝と平行していた。また、南北方向柱筋は、

第30・ 31号区画溝、第65号掘立柱建物跡の棟方向と平

行していた。

第65号掘立柱建物跡と重複関係にあるが、新旧関係

は不明であった。
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第21号柵列跡（第654図）

Q-23 • Q-24 • R-24 • S-24グリッドで確認し

た。

第29号区画溝の南壁に沿って短く延び、第4号柱穴

で北に小さく曲がる。さらに第3号柱穴から南に向か

って延びる。平面形はT字状で、東西方向はN-92°

-E、長さ6.9 m。南北方向はN-1 ° -W、長さ

14.1 mであった。

柱穴の平面形は、円形または楕円形で、規模は径

0.22m~0.4m・深さO.OSm~0.4mであった。

東西方向柱筋は、第28号区画溝の東西方向、第29号

区画溝と平行していた。

第22号柵列跡（第654図）

S-24 • T-23 • 24グリッドで確認した。

第64号掘立柱建物跡の北西隅から南に向かって延

び、第6号柱穴で、西にほぼ直角に曲がる。平面形は

逆L字状で、南北方向はN-7°-W、長さ13.7m。

東西方向はN-80°-E、長さ13.6mであった。

柱穴の平面形は円形で、規模は径0.2m~0.53m • 

深さO.lm~0.38mであった。

南北方向柱筋が、第64号掘立柱建物跡の桁方向と平

行していた。

第23号柵列跡（第655図）

S-26グリッドで確認した。

第3号井戸の南側に位置した。東西方向（N-77°

-E)に廷びる。長さは4.6mと短いが、柱穴間の距

離が短く、長さに比べて密であった。

柱穴の平面形は円形で、規模は径0.15m~0.28m• 

深さ0.05m~0.27mであった。

第64号掘立柱建物跡の棟方向、第22号柵列跡の東西

方向柱筋と平行していた。

第 1号道路状遺構（第656図）

J -7•K- 7 グリッドで確認した。

第2号掘立柱建物跡と第12号区画溝の間に位置し

た。周辺は遺構が密で、覆士が地山に類似するため、

確認に手間取った。

楕円形の浅い掘り込みが、波板状に検出されたこと

から道路跡と判断した。

検出された楕円形の掘り込みは9基で、規模は長軸

第656図道路状遺構

第1号道路状遺構

＼ 

4
8
 

サ
阜

こ
こ

二

こ

冒
｀
｀
一
冑
｀
｀
」
｀
｀
し
冒
‘
‘
冒ー`

5

9

 

如↑
S

こ第1号道路状遺構

1 にぷい黄褐色土 焼土粒子、小礫

を微蚕含む

0 1m 
l l 

第2号道路状遺構

噛
亨

畠
釦
―

A
-

言
0 1m 
l l 

-818 -



第657図 橋状遺構
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0.52m~1.25m ・短軸O.21 m~0.46m・深さ0.05mであ

った。

道路は掘り込みの短軸を結ぶ、南北方向に延びてい

たものと思われるが、 北側5基の方向 (N-5 ° -E) 

と、南側4基の方向 (N-24° -E)が20゚ ほど振れる

ことから、緩く蛇行していた可能性もある。

北側 5基の道路方向は第12号区画溝の南北方向と平

行し、南側4基の道路方向は第2号掘立柱建物跡の桁

方向と平行していた。また、道路状の施設として使用

されていたと思われる、第11号区画溝と第12号区画溝

の間が、延長線上に位置した。

第 2号道路状遺構 （第656図）

L-15グリッドで確認した。

周辺は土城、小穴などの遺構が密で、覆土が地山と

類似することから確認に手間取った。

当初、浅い不整形な土壊と考えて調査を始めたが、

5 cmほど掘り下げたところ、楕円形の浅い掘り込みが

波板状に検出され、覆士に多量のi少利を混入していた

ことから、道路状遺構と判断した。

検出された楕円形の掘り込みは 5基で、規模は長軸

1.14m~1.57m・短軸0.21 m~0.6m・深さ0.03m~0.1

mであった。

道路は掘り込みの短軸を結ぶ、東西方向 (N-111° 

-E)に延びていたと思われるが、平行していた遺構

はみられない。

橋状遺構 （第657図）

R-7グリッドで確認した。

第13号区画溝の南端に位置した。

溝の覆土中には川原石が多量に混入していて、当初

認識できなかったが、）1|原石が円形に抜けていたり (P

2 • 3 • 6)、やや大形の川原石が、根石状に集中し

ている部分 (P1 • 4 • 5)が、溝の下場に沿って検

出されたことから、橋脚であると判断した。

確認した橋脚は6基で、掘り方は検出できなかった。

P2・5は橋の貫を支える橋脚と思われる。推定され

る橋の幅は3.1mであった。

橋脚間の距離はp1~P2が1.5m • P 2~p 3が

1.6m • P4~P5が1.6m• P 5~P6が1.7m • P 1 

~P6が1.2m• P 2~P5が1.35m • P 3~P4が

1.2mであった。
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(6)土堀

分布について

中堀遺跡では787基の土城が検出された。上城の分

布は調査区全体にみられるが、調査区北西の第 1• 2 

号掘立柱建物跡、第16号区画溝より北側、調査区南西

の第29号区画溝より南側でやや密である。

逆に、分布密度が低いのは、第12• 16号区画溝によ

り構成される区画内と、 1~3号建物地業跡周辺、第

22号区画溝の東側である。

特徴的な土壊について

多量に検出された上猥の多くは、遺物が少なく、覆

士も 1層であるものが多く、性格の不明なものが多い。

しかし、注目される土壊もみられる。

調査区北西端に位置する第13• 15 • 19 • 24号士壊は

いずれも円 I型（土城の形状分類については後述）の

上壊で、規模も類似する。配置も第24号士壊がやや北

側にずれるが、規則的に東西に並んでいる。時期は遺

物が少なく確定できないが、いずれも10世紀代の土壊

であり、関連性が伺える。

また、鍛冶炉跡周辺でも特徴的な士塘が検出されて

し、る。

Q-7グリッドで確認された第200号土壊は、底面

から丸太状の炭化材が多量に出土し、 I、J-7グリ

ッドで確認された第204号士城、 I -8グリッドで確

認された第214• 215号土城、 U-24グリッドで確認さ

れた第3土壊群の I上壌は、炭化材は出士していない

が、いずれも多贔の炭化物を覆士中に含み、覆土は黒

褐色で、粘性がみられず砂質の上が主体となる。

特に第200• 214 • 215号上壊は長方 IC型で、形態

も類似する。また、第3土壊群には他にも、鉄滓や焼

土を多量に含む士壊が検出されていて、土壊群の形成

第658図 土壊全体図
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第659図 士壊全体図詳細 （1)
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第660図 土城全体図詳細 （2)
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第661図 土壊全体図詳細（ 3)
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第662図 土壊全体図詳細 （4)
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第521表土壊一覧表（第 1号土壊～第 51号土壊）

Nu グリッド 形 状 長径 短径 深さ 長軸角度 時 期 重複新 重複古 備 考

1 B -1 円 II C 2.18 2.09 0.44 N -12° -E 時期不明

2 E -1 長 方 II A 1.74 0.98 0.04 N -0° -E 時期不明

3 E -1 楕円 II D 2.01 1.33 0.68 N -20° -E 洲 区画溝 1

4 E-1/F-l 長 方 I B 1.34 0.86 0.30 N -52° -E 10世紀前半

5 C -2 方 II C 2.54 2.29 0.55 N -42° -E 10世紀前半 SK8 

6 D-2/E -2 長 方 II A 1.61 0.83 0.07 N -25° -E 時期不明

7 D-2/E -2 円 I A 0.41 0.40 0.05 N -20° -E 時期不明

8 C -2 円 JI A 2.43 2.12 0.07 N -0° -E 時期不明 SK5. SD5 ， C -2 不 明 2.50 0.41 N -15° -E VII 区画溝 l

10 D -2 長楕円 IIB 1.68 057 0.12 N -7° -E 時期不明

11 E-2 長 方 形 095 0.33 N-43° -W  VII SDl 

12 E -2 長方 I B 1.12 0.55 0.23 N -50° -E 10世紀

13 F -2 円 I B 1.07 0.95 0.21 N-1°-W  IX 

14 F -2 長方 I A 1.06 0.08 N -0° -E 時期不明

15 F -2 円 I B 0.98 095 0.25 N-1°-W 10世紀

16 D-3 円 I B 0.54 0.45 0.18 N-62° -W  時期不明

17 C -4 円 I B 0.88 086 0.16 N -90° -E 時期不明

18 F -3 長方 II A 1.53 1.16 0.05 N -50° -E 時期不明

19 F -3 円 I C 1.44 1.36 0.38 N -29° -E 10世紀

20 C -4/D -4 長楕円形 207 0.08 N -72° -W 時期不明 SJ22 

21 F -3 長楕円illB 3.43 0.71 0.20 N-86° -W 時期不明

22 E -3 長 方 II B 2.77 145 0.28 N -84° -W 中世

23 D-4 方 II D 1.75 164 1.00 N -55° -W  w 
24 F -3 円 I C 120 120 0.44 N -29° -E 10世紀

25 E -4 楕 円 I B 1.27 085 025 N-77° -W 10世紀前半

26 E-4 楕 円 I B 1.33 0.85 0.12 N -89° -E 時期不明

27 E-4 楕円皿 A 303 1.29 0.10 N -24° -E 10世紀前半 SK28 

28 E-4 長 方 I B 140 077 0.23 N -15° -E 時期不明 SK27 

29 F-4 円 I C 150 1.43 0.34 N -90° -E 時期不明 SK35 

30 F -4/F -5 楕 円 II B 1.90 1.20 020 N -83° -E 時期不明 SK31 

31 F -4/F -5 楕 円 II A 1.84 008 N -85° -E 時期不明 SK30 

32 E-4 不 整 I B 1.24 0.73 023 N -62° -W 時期不明

33 E-4 円 I B 0.84 0.69 013 N -23° -E 時期不明

34 F -4/F -5 長楕 円 IIB 2.55 1.09 0.25 N-72° -W VII 

35 F-4 楕 円 I B 1.26 0.98 0.28 N-2° -W 10世紀 SK29 

36 G-4 円 II B 1.87 1.50 016 N-2° -E 10世紀前半

37 F-4/G -4 長 方 形 1.66 017 N-11°-E 9世紀後半 SJ14 

38 G -4/H -4 長 楕円 IIB 2.81 1.07 029 N- 9世紀後半 SK39 

39 G-4/H-4 楕 円 I B 0.76 0.15 N -0° -E 時期不明 SK38 

40 F-4 方 I B 1.08 0.86 0.13 N -87° -W 時期不明

41 H-4 円 I C 1.18 1.14 034 N -90° -E 10世紀

42 I -4 楕 円 形 1.02 0.37 N -87° -W  10世紀前半 SJ25 

43 G-4 不 明 0.61 0.30 N -69° -W 時期不明 SJ15 

44 G-4 長 方 I A 1.06 0.70 010 N -90° -E 9世紀後半

45 G -4 長 方 I B 0.94 0.64 015 N -75° -W  10世紀

46 I -4/ I -5 長 方 形 1.32 0.30 N -20° -W 9世紀 SJ18 

47 J -4 方 I B 0.87 0.77 013 N -75° -W  V 

48 C -5 不整 I B 0.77 0.58 015 N -62° -E 時期不明

49 C -5 円 I A 0.76 009 N -65° -W  時期不明

50 E-5 楕 円 形 0.70 0.05 N -0° -E 時期不明 SJ29 

51 D-5 円 I C 0.80 0.76 055 N -0° -E 時期不明
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第522表土壊一覧表（第 52号土壕～第 100号土墳）

No. グリッド 形 状 長径 短径 深さ 長軸角度 時 期 重 複新 重 複古 備 考

52 D -5/E-5 楕 円 形 N- 9世紀後半

53 E -5 方 I D 0.85 0.74 0.84 N -89° -E 9世紀

54 E -5 円 I C 091 0.82 0.35 N -22° -E 10世紀前半

55 E -5 長方 I B 091 0.71 0.22 N -64° -E VI SK73 

56 D -5/E-5 長 方 I B 1.00 0.67 0.26 N -65° -E 時期不明

57 E -5 楕円 II C 1.57 125 035 N -36° -E 時期不明

58 E-5 円 I C 0.79 070 031 N -52° -W 時期不明

59 E-5 方 I A 1.11 005 N -18° -E 時期不明

60 E-5 長方 I B 0.82 0.55 026 N -64° -E 時期不明

61 E-5 方 I B 0.89 0.85 0.11 N -67° -E VI 

62 E-5/F-5 不 整 I A 1.47 092 0.05 N -90° -E 時期不明

63 
E-5/E-6/ 

円 II B 1.57 1.48 0.11 N -12° -W 時期不明
F-5/F-6 

64 E-5 長 楕円皿 B 4.99 1.89 019 N -3° -E 時期不明

65 F -5 楕円 I C 0.84 033 N -28° -E 時期不明 SK66 

66 F-5 不整JI C 1.69 0.96 031 N -0° -E 時期不明 SK65 

67 E -5/E -6 不 整 形 0.69 0.09 N -82° -W  V 
SJ31 • SK128 
• SK129 

68 E-5 円 II C 2.12 2.11 034 N -18° -W V 

69 F -5 方 I B 0.97 0.82 014 N -25° -E VII 

70 E-5/E-6 楕 円 形 0.93 0.04 N -57° -E 10世紀

71 E -5/E -6 円 I A 0.79 0.58 0.07 N -54° -W  10世紀

72 F -5 長方 I B 0.75 0.45 0.25 N -72° -W 10世紀前半

73 E-5 長楕円皿 B 409 0.53 0.11 N -12° -E 10世紀前半 SK55 

74 F-5 方 I C 125 1.19 035 N -15° -E 10世紀前半 SK75 

75 F-5 長 方 形 1.55 0.08 N -81° -W 9世紀 SK74 

76 F-5 楕円 II B 2.20 1.28 0.26 N -46° -W VII 

77 F-5 不整 II B 1.96 1.04 0.24 N -15° -E 時期不明

78 F-5 不 整 形 0.78 0.16 N-31°-W  10世紀

79 F-5/G -5 長方 I B 1.07 0.72 0.28 N -0° -E 時期不明

80 F-5 長 方 I B 1.27 0.76 0.14 N -73° -E 時期不明

81 G -5 方 II B 1 71 1.40 030 N -10° -E 9世紀 SK82 

82 G -5 長 方 形 0.83 0.22 N -29° -W  時期不明 SK81 

83 F-5 長 方 形 1.30 0.24 N -0° -E 10世紀

84 G-5 長方 II C 1.58 1.01 0.35 N -0° -E 時期不明 SK85 

85 G -5 方 I B 0.87 028 N -0° -E 9世紀 SK84 

86 G-5 方 I B 0.69 059 028 N -0° -E 時期不明

87 H-5 円 I B 1.49 027 N -82° -W 時期不明 SK88 • SK89 

88 H-5 方 II C 2.03 1.66 0.46 N -83° -W  時期不明 SK89 SK87 

89 H-5 楕 円 形 121 048 N -16° -E 時期不明 SK87 • SK88 

90 G-5/G -6 不整 II B 1.80 1.78 028 N -88° -W  9世紀

91 H -5 長 楕円形 1.11 0.08 N -89° -E 時期不明

92 G -5 円 I B 087 081 0.26 N-21°-E 時期不明

93 G -5 円 I C 0.76 074 037 N -62° -W  時期不明

94 H -5 長 方 形 098 011 N -25° -E 時期不明

95 I -5 円 I B 1.10 1.07 025 N -90° -E 時期不明

96 H-5 楕円 I C 135 0.94 0.40 N -0° -E 時期不明

97 H-5 円 I B 131 119 0.11 N -89° -E 時期不明

98 G -5/H -5 円 I B 1.04 1.04 0.14 N -45° -W  10世紀前半

99 H-5 円 II B 154 1.26 0.19 N -0° -E 時期不明

100 G-5 円 I C 1.42 127 0.31 N -0° -E 時期不明
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	IV 遺構と遺物
	3 古代
	(4) 区画溝・溝・集石列　第618図第13号区画溝・出土遺物(1）
	(5) 柵列・道路跡・橋状遺構
	(6) 土壙
	第522 表土壙一覧表（第52号土壙～第100 号土壙）





